
https://www.gakurin.co.jp

学林舎教材カタログ

2024
https://www.gakurin.co.jp

学林舎教材カタログ

2024
https://www.gakurin.co.jp

学林舎教材カタログ

2024



デジタルとアナログの共存を目指して

学林舎が伝えたいこと

　新型コロナウイルスの影響で、学習方法はアナログからデジタルへの移行が進んだ。

　しかし、学習評価はまだ主にアナログな方法が使われている。入試などの大きなテストでは、記述力

を求めるためにはアナログな方法が必要だ。現在の子どもたちはデジタルな活動に没頭しており、日

本社会全体もデジタル化に向かって進んでいる。

　現在のデジタル学習の効果に疑問を感じる理由は、「考える力」と「表現する力」を育てるのは難しい

と考えているからです。デジタル学習では、選択肢が多くても問題の本質を自己表現として獲得する

ことが難しいと思います。

　しかし、デジタルツールを使うことで、自己表現の機会が広がる。例えば ZOOMを使って意見を発

表したり議論に参加したりすることができる。デジタルは利点も欠点もある。

　利点は学習の幅が広がり情報に触れられること、コミュニケーションや協働の機会が増えること。

欠点は情報の選別能力や集中力の低下、情報の氾濫などの課題。自己学習の能力が求められるため、自

己管理や自己指導力も重要です。

　デジタル学習は今後ますます重要な役割を果たしていくことは間違いありません。

　しかし、アナログな学習方法も重要であり、学習の目的や内容に応じて適切に使い分ける必要があ

ります。どちらの方法も長所と短所がありますが、両方を組み合わせて活用することで、より効果的な

学習環境を構築することが学習現場に求められます。

　学林舎は、学力評価の出口であるテストのデジタル化が進まない現在において、反復トレーニング

などの学習以外でのデジタル化は、学習効果が見込めないため、教材のデジタル化はおこないません。

　実績を求められる進学塾などでは、現在もアナログ学習が中心です。これは、受験がアナログだから

です。知識力、読解力、記述力の練習が必要なのです。また、アナログ教材には、手書きで解答をするこ

とで脳に刺激を与え、記憶力や思考力の向上につながるという利点もあります。

　しかし、現在の日本は円安の影響で輸入に頼っているため、物価高騰が起きています。そのため、印

刷費や輸送費用が日々変動しており、経済的な負担も増えています。このような状況の中で、学林舎で

はコスト削減のため、一部の教材においては、教材データ（PDF）を提供し、タブレットなどのデバイス

に表示させてノートに解答していくという方法を提案いたします。

　デジタルデータを提供することで、印刷費や輸送費用を削減することができます。また、デジタル教

材は再利用が可能であり、学習者がいつでも必要な時にアクセスできるという利点もあります。さら

に、デジタル教材はインタラクティブな要素を取り入れることができ、子どもたちはより自分のペー

スで学習できるようになります。

　学林舎では教材の在り方について、時代に合った方法を常に考えています。デジタル教材の導入に

ついても、学生たちの学習効果や学習スタイルに合わせて柔軟に対応しています。もし、デジタルデー

タを希望される場合は、ご相談ください。学林舎では、より効果的な学習方法を提案するために、常に

最新の教育技術に目を向けています。

　学林舎は、教材を通じて子どもたちの学力向上を支援することを使命としています。アナログ教材

にこだわる一方で、デジタル教材の有効性も認識しています。学習効果を最大化するために、学林舎は

常に進化し続けることをお約束します。どんな学習スタイルにも対応し、学生たちが自信を持って学

び続けることができる教材を提供していきます。ご相談やご要望があれば、いつでもお気軽にお問い

合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎　北岡）



想いを教材にのせて

小学生に必ず学習してほしい教材は

　　　　長する思考力ＧＴシリーズ国語は、子供たちが「しっかり読んで、要旨をまとめて書くことができるよ

　　　　うになるための技術を身につける」ための教材です。この教材は、従来の学年枠を解体し、子供たちの目

的や目標（中学入試など）に合わせて自由に学習できる方法を提供しています。つまり、子供たちは自分自身の

ペースで学習することができ、無学年・進級式の形式を取っています。

　小学生の段階で成長する思考力ＧＴシリーズ国語を学習することは、中・高校生での学習をワンランク上に

伸ばすことができます。なぜなら、この教材は読解力や要約力を養うためのトレーニングを提供しているからで

す。子供たちは文章を理解し、主要なポイントを抜き出して要約することを学習することで、読解・記述力を高

めることができます。

　成長する思考力ＧＴシリーズ国語は、他の教材と比較して

も優れた特徴を持っています。

　例えば、この教材は単に読解力を向上させるだけでなく、

文章を分析し、論理的な思考力を養うことにも焦点を当てて

います。子供たちは文章の構造や論点を理解し、自分の意見

を論理的に表現することができるようになります。

　成長する思考力ＧＴシリーズ国語は、子供たちの自主性と

創造性を引き出すことにも効果的です。従来の学年枠に縛ら

れず、自分の興味や関心に合わせて学習することができるた

め、子供たちは自分自身の学習の主体となります。これによ

り、子供たちは自分の考えを自由に表現し、独自の視点で問

題を解決する力を身につけることができます。

成

「成長する思考力GT国語シリーズ」

文章読解を積み上げることで、表現力の獲得を
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　　　長する思考力シリーズＧＴ国語は、学習者にとって非常に重要な力を身につけることができる教材です。

　　　特に、日本語を母語として、自由自在に使える表現力の基盤を築くことは、他の学習領域においても大い

に役立ちます。

　この表現力の基盤を小学生のうちに身につけている

かどうかで、将来の表現力の伸びしろが大きく変わっ

てくると言えます。大人の皆さんも、自分自身の経験

からもご存知かと思います。例えば、読書や文章要約

をしてこなかった場合、大人になって自分の表現力の

乏しさを痛感することもあるでしょう。

　実際に私もその一人であり、大人になってから様々

な読書や文章要約などを通じて、読む力や書く力を身

につけました。そして、いつも思うのです。「もし私が

小学生時代にＧＴ国語を学んでいたら、もっと違った未来が待っていたのではないか」と。

　だからこそ、私は自信を持って言えます。「ＧＴ国語を小学生のうちに学習してください」。

　成長する思考力シリーズＧＴ国語は、進級式タイプ（10 級から 1級）とテーマ別タイプ（要約・文法・読解・表

現力特化）の 2 つのタイプで構成されています。進級式タイプでは、段階的な思考力を中心とした読解・記述・

表現力強化の学習を行うことができます。

　小学校低学年には、進級式タイプの 10 級から 8級がおすすめです。これによって、基本的な国語力を築くこと

ができます。一方、高学年には、進級式タイプの 7級から 5級までのコースがおすすめです。さらに、文法力、要約

力、表現力特化の学習で国語力の定着を目指すことができます。

　中学入試を考えている場合は、小学校 5年生までに進級式タイプの 10 級から 5級までの学習を終了していた

だくことをお勧めします。そして、4級から1級、要約力、文法力、読解力、表現力特化を6年生で加えることによっ

て、中学入試の上位校に対応する国語力を身につけることができます。

　成長する思考力シリーズＧＴ国語は、子どもたちの国語力を向上させるための強力なサポート教材です。進級

式タイプとテーマ別タイプの両方を活用しながら、子どもたちの興味やニーズに合わせた学習を進めていくこ

とで、より充実した国語力を身につけることができます。ぜひ成長する思考力シリーズＧＴ国語を取り入れて、

子どもたちの学習をサポートしましょう。
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未来の国語力を育てる、成長する思考力シリーズＧＴ国語

　　「成長する思考力シリーズＧＴ国語」

- 進級式タイプとテーマ別タイプの 2 つのタイプで、段階的な思考力を中心とした学習ができます。

- 小学校低学年から高学年まで、幅広い学年に対応しています。

- 文法力、要約力、表現力特化の学習で国語力の定着を目指せます。

- 中学入試にも対応し、上位校に向けた国語力を身につけることができます。



想いを教材にのせて

小学生に必ず学習してほしい教材は

「成長する思考力GT算数シリーズ」

問題読解を積み上げることで、算数力の獲得を

　　　　長する思考力ＧＴ算数シリーズは、子どもたちの論理力アップをサポートするために開発された算数

　　　　教材です。その秘訣は「考える学習＝問題読解の積み上げ」にあります。問題読解を育むために、知識の

みならず、観察・発見・飛躍という 4つの切り口から思考力、判断力、表現力をテーマに問題が構成されています。

小学校低学年から中学入試向けのこの教材は、算数の基礎をしっかりと固めつつ、クリティカルシンキングや論

理的思考を身に付けるのに最適です。

　学習効果に関して、成長する思考力ＧＴ算数シリーズは、子どもたちが自ら考えて解決策を見つける力を育む

ことができます。この教材を使うことで、論理的思考力や判断力が向上し、問題解決のプロセスを通じて、自信や

成就感を得ることが期待できます。

　成長する思考力ＧＴ算数シリーズ算数は、中学入試向けの基礎

教材になるため、進学塾では、小学校 5年生までに 5級を終了させ

て、4級から 1級に取り組ませています。そのため、家庭学習用の教

材としては、最適です。また、小学校の授業時間外にも活用されて

います。教科書では、できない思考力トレーニングを行うことがで

きます。

　また、高校に進学して、理数を選択する場合、成長する思考力 GT

算数シリーズを小学生のうちに学習したかしていないかで、大き

な差があると学習現場から報告されています。

　成長する思考力ＧＴシリーズ算数は、子どもたちの算数力向上

にとって必須の教材です。

成
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　　　　学校では、学習現場において「表現力」というキーワードが重要視されています。これは、各科目におい

　　　　ても表現力を養うことが求められています。特に算数においては「算数的表現力」というものが注目さ

れていますが、一体何を指すのでしょうか？

　算数的表現力は、教科書や全国学力テストなどを見ると、文章題・図形問題・資料問題などを中心に、日常生

活とリンクする問題が増えてきていることがわかります。これは、単純に計算だけではなく、問題を解くための

文脈や情報を読み取り、それを数学的な表現に変換する能力を身につけることを目指しています。実際には、リ

ンクさせるのは一瞬で、次の瞬間には数字の世界だけの学問になってしまうのが算数の特徴です。しかし、算数

的表現力を養うことで、日常生活や社会の中で数学を使う機会が増え、より実践的なスキルを身につけることが

できます。

　また、算数的表現力を養うためには、反復的な計算問題だけではなく、問題解決や論理的思考を重視した学習

が必要です。そこで、「成長する思考力シリーズＧＴ算数」を発刊しました。この教材は、計算の反復問題やパター

ン学習を取り入れず、文部科学省が求める算数的表現力（文章題・図形問題・資料問題など）を身につけること

を目指しています。また、中学入試にも対応した問題群も用意されており、反復ではなく「算数知」の獲得に焦点

を当てています。つまり、この教材は、算数の基礎レベルを高めるために開発されたものであり、論理力や思考力

の養成にも効果的な教材です。

　算数的表現力は、単なる計算の反復ではなく、日常生活や社会で数学を活用する能力を身につけるための重要

なスキルです。そのためには、問題解決や論理的思考を重視した学習が必要です。幸いにも、成長する思考力シ

リーズＧＴ算数という教材が存在し、この教材を通じて算数的表現力を高めることができます。これにより、子

どもたちはより実践的な数学のスキルを身につけ、将来の様々な場面で活用することができます。算数的表現力

の重要性を理解し、適切な学習教材を選ぶことが、子どもたちの学習の基盤を作る上で非常に重要です。

　算数は子どもたちにとって数字と計算の学問だと思われがちですが、実はそれだけではありません。もちろ

ん、数字や計算も重要な要素ですが、それ以上に大切なのは数字を読み取る力です。例えば、グラフや表を見てそ

の意味を理解したり、日常生活で数字による情報を解釈したりする能力が求められます。

　さらに、算数は単なる計算問題を繰り返すだけの教科ではありません。むしろ、計算に関連する論理的思考や

問題解決能力を養うことが求められます。数字を自分の論理や思考にどうつなげていくかが重要なのです。例え

ば、与えられた情報から必要な計算式を導き出したり、与えられた問題を解決するための戦略を考えたりするこ

とが求められます。

小

成長する思考力シリーズ GT 算数で、実践的な算数スキルを身につけよう！

　　「成長する思考力シリーズＧＴ算数」

- 算数的表現力（文章題 ・ 図形問題 ・ 資料問題など）を身につけることを目指しています。

- 反復問題やパターン学習ではなく、論理力や思考力の養成に焦点を当てています。

- 中学入試にも対応した問題群（特殊算など）が用意されています。

- 算数の基礎レベルを高めるために開発された教材です。



想いを教材にのせて

小学校入学前に必ず学習してほしい教材は

「成長する思考力GTとろびた」

考えることを重視した問題定義

　　　　ろびたの最大の特徴は、生活習慣・教養といったものをテーマに「考えること」に重点をおいた教材で

　　　　あることです。とろびたは、子どもたちが自分の経験や環境と照らし合わせて問題を考える機会を提供

します。とろびたを通して、子どもたちは単なる知識の詰め込みではなく、考える力を養うことができます。

　とろびたを通して子どもたちは、考えることの楽しさに出会うことができます。問題解決や意見交換を通じ

て、自分の考えを深めることができるため、知的好奇心や創造性を育むことができるのです。また、他の子どもた

ちと一緒に考えることで、異なる視点や意見を取り入れることができるため、柔軟な思考力を養うこともできま

す。とろびたは他の教材と比較しても、子どもたちの成長に大きな影響を与える可能性があります。他の教材で

はあまり触れられないようなテーマや問題に取り組むことで、子どもたちの思考力や問題解決能力を伸ばすこ

とができます。また、他の子どもたちとの意見交換やディスカッションを通じて、コミュニケーション能力も向

上させることができるでしょう。
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（１）だれが、どんなどうさをしたか、かんがえましょう。

　　　□にあてはまることばを、［　　］からえらんでか

　　きいれましょう。　　

（２）いちばんはやくゴールしたひとはだれでしょう。

①　　　　　　　　　 くんは、たいこを

　きました。

②　　　　　　　　　 くんと　　　　　　　　　

　 ちゃんは、ピアノを　　　　　　ました。

③ 　　　　　　　　　ちゃんと　　　　　　　

　ちゃんは、おこめを　　　　　　ました。

えみこ　　　とぎ　　　　まゆみ　

ひろし　　　たた　　　　ひき　

（２）おしくらまんじゅうをするのに、じめんにまるをかこ

　　うとおもいます。あなたならどのようにしてかきますか。

　　あなたのかきかたに○をつけましょう。

あなたがえらんだりゆうをはなしましょう。

（１）下の絵にあるものをつかってかたどったとき、まるが

　　かけないものに×をいれましょう。また、じっさいにみ

　　のまわりのものをつかって、まるをかたどってみましょう。

した え

かたちづくりのせかい
まるをかこう

　えみこちゃんとひろしくんとまゆみちゃんの３にんがす

ごろくあそびをしました。さいころのめがでたところで、

そこにおいてあるものをつかって、すなどけいのじかんだ

けあるどうさをしなければなりません。どうじにスタート

して、それぞれのさいころのめは下のようになって、ゴー

ルにつきました。ただし、さいころのめがゴールをこえる

ときはゴールからぎゃくにもどり、ゴールにつくまでなん

どもさいころをふります。

ことばづくりのせかい
すごろくあそび

した

えみこちゃん

まゆみちゃん

ひろしくん

（１）下の絵はひろしくんのある１にちをえがいたものです。

　　この絵はあさ→ひる→よるのじゅんにならんでいません。

　　ひろしくんの１にちをあさからじゅんにならべかえましょう。

ことばづくりのせかい
１にちのすごしかた

した え

え



想いを教材にのせて

小学校入学前に必ず学習してほしい教材は

「ひらがな・さんすうのせかい」

線をなぞる、色をぬる、ひらがなを書く

　　　　らがなのせかいは、子供たちが楽しく学習できる教

　　　　材です。このシリーズでは、ひらがなの書き方やカ

タカナ、一文のなぞり書き、絵の色ぬり、線や形をなぞると

いった様々な活動が盛り込まれています。

　この教材の特徴は、学習の基礎である「読んで、考えて書

く」というスキルに特化していることです。子供たちは、問い

かけ問題を通じて自分の考えを言葉にする練習をすること

ができます。また、なぞり書きや色ぬりを通じて手先の動き

を磨きながら、ひらがなやカタカナの形を覚えることができ

ます。子どもたちの成長をサポートするために、ぜひこの教

材を試してみてください。

ひ

かずの導入からたしざん・ひきざん

　　　　んすうのせかいは、アメリカの幼稚園の学習カリ　

　　　　キュラムを基盤にしています。このカリキュラムで

は、数の導入から始めて、たしざんやひきざん、そしてかたち

などの問題を通じて算数の学習を進めていきます。算数を学

ぶ前に、この導入教材を使って基礎を固めることが大切で

す。算数は、日常生活でもよく使われる重要なスキルです。例

えば、お買い物の際に値段を計算したり、時間を計算してス

ケジュールを組んだりするときに算数の知識が必要です。ま

た、科学や技術の分野でも算数の概念が活用されています。

そのため、幼少期から算数の基礎を身につけることは、将来

の学習や職業においても大切です。

さ

ページ見本は ひらがなのせかい　さんすうのせかい

すうじとかたち すうじとかたち

50 51

かたちのかずだけ、いろをぬってみましょう。 つぎにくるかたち、すうじをかいてみましょう。

①

10 10 10
②

20 20
③

5
④

8 8
⑤

3 6 3 6
3 6

１ 2

19までのかずをつかって 19までのかずをつかって

34 35

ブロックのかずはいくつですか。
□にかずをかいてみましょう。

1 ブロックをつかって、たしざんのしきをつくりましょう。
□にすうじをかいてみましょう。

2

①

あおいろ あかいろ

10 こと 2 こ
②

あおいろ あかいろ

こと こ
③

あおいろ あかいろ

こと こ

あおいろ あかいろ

10 ＋ 5 ＝ 15

①

あおいろ あかいろ

＋ ＝ 19

③

あおいろ あかいろ

＋ ＝ 13

②

5までのかずをつかって 5までのかずをつかって

8 9

すうじのならびかたをかんがえてみましょう。
□にすうじをかいてみましょう。

1
2
3
1
2
3
1
2

1
2
1
2
1
2
1
2

3
4
5
3
4
5
3
4

●を１つふやして、□にかずをかいてみましょう。

●●
●●

●

5

●●
●

●●
●

● ●

●●

3

3 4

0から5までのかず 0から5までのかず
0から5までのすうじをかいてみましょう。

2 3

（　　　　　）こ

（　　　　　）こ

（　　　　　）こ

（　　　　　）こ

おさらにのっているケーキのかずをかぞえてみましょう。

0 0 0
1 1 1

1

2 2 2
3 3 3
4 4 4
5 5 5

1 2



　　　　就学児童や小学校低学年の子どもたちに学習を指導する際に、一番重要なポイントは「学習することの

　　　　習慣づけ」ができるかどうかです。多くの子どもたちは、自分に興味関心のあることに対しては、集中し

て取り組むことができます。例えば、好きなキャラクターやおもちゃに関する学習などは、30 分でも 1時間でも

没頭して取り組むことがあります。しかし、興味のないことに対しては、わずか 5分も持ちません。

　このため、「学習することの習慣づけ」をするためには、指導者が最初のうちはマンツーマンで指導する必要が

あります。一緒に考えたり、問題に取り組んだりすることが求められます。また、子どもが解いた問題に対して

は、○などのマークを付けたり、指導することも重要です。子どもたちは自分の成果を認められることで、学習す

ることに対する自信をつけることができます。

　学習のレベルがある程度上がってきたら、1ページごとに指導をすることも可能になります。また、複数の問題

をまとめて取り組むこともできます。このように段階的に指導方法を変えていくことで、子どもたちの学習効果

を最大限に引き出すことができます。

　特に最初の 3ヶ月は、できる限り毎日学習することをおすすめします。学習することが習慣づいていくために

は、継続的な取り組みが重要です。毎日の学習を習慣づけることで、子どもたちは自然と学習することに対する

意欲を持つようになります。

　最後に、学習指導は単に知識を与えるだけではありません。子どもたちが主体的に考え、問題解決能力や創造

力を育むことも重要です。学習することの習慣づけを通じて、子どもたちの成長を支援しましょう。

　

未

未就学年、小学校低学年で学習することの習慣づけ



　Raz-Kids（Raz-Plus）は、インターネットを通じて利用できるデジ

タル書籍です。このプラットフォームは、アメリカの小学校を中心

に、アジア各国やトルコなどの学校でも広く活用されています。その

理由は、リスニングしながら読むことができるという便利さにあります。

　Raz-Kidsの操作は非常に簡単です。ログイン画面でIDとパスワード

を入力するだけで、パソコン、スマートフォン、タブレットなどから

簡単に閲覧できます。特にスマートフォンやタブレットをお持ちの方

は、専用の無料アプリをダウンロードすることで、より便利に利用す

ることができます。iPhoneやiPod Touch、Androidなど、さまざまなデ

バイスに対応しています。

　学林舎では、Raz-Kidsの利用方法も幅広く提供しています。教室用

のアカウントを一括で購入することもできますし、生徒一人ひとりに

アカウントを販売することも可能です。また、購入前には無料トライ

アル（10日間程度）ご利用いただけます。トライアル期間中にじっく

りと利用してみて、その後に正規版（1年間利用）に変更することもで

きます。このシステムにより、利用者は安心して購入することができ

ます。

　日本でも、中学校や高校、塾などでRaz-Kidsの利用者が増えてきて

います。その理由は、このプラットフォームが英語学習に非常に効果

的だからです。リスニングと読解を同時に行うことで、英語の理解力

を向上させることができます。学林舎のホームページでは、無料体験

の申し込みフォームを用意していますので、ぜひこの機会にRaz-Kids

を試してみてください。英語学習の効果を実感していただけるはずです。

インターナショナルスクールの80％以上が使う副教材

「Raz-Kids（Raz-Plus）」
リスニングしながら読めるデジタル書籍

無料トライアルでお試し体験

無料トライアルは Raz-Kids 学林舎



　　　　たちが子どもに求めている英語力は、母語である日本語と同じように使えることです。つまり、アメリ

　　　　カの高校生のレベルに到達することが理想とされています。この目標を達成するためには、英語を母語

とする国の学校教育や学習方法を取り入れるのが一番の近道と言えます。

　しかし、現在の公立中学・高校の英語学習では、私たちが求める英語力とは大きな差があります。実際、高校の

英語教科書のレベルは、アメリカの小学校低学年レベルの英語に相当します。このような格差を埋めるために

は、アメリカの中学生や高校生のレベルに合わせた英語学習を早い段階から始める必要があります。

　問題なのは、アメリカの教科書や教材を使用して指導できる先生が日本国内には少ないということです。イン

ターナショナルスクールやバイリンガルスクールでは、アメリカの教材を使用して指導されていますが、英語に

特化した日本の学校では、そのような環境や資材を提供できる学校はほとんどありません。

　近年では「英語は英語で読み書きし、考える」という考え方が広まってきています。そのため、従来の試験対策

に偏った英語学習から、言葉としての英語学習に環境や指導方法が変化してきています。社会のグローバル化が

進んでいる現代において、単に試験のための英語力やシチュエーション英会話だけではなく、英語での表現力が

求められているのです。

　そのためには、英語を学習するだけではなく、英語で学習することが重要です。学林舎では、多読用のデジタル

教材である Raz-Kids を提供しています。この教材はアメリカの小学校のレベルに相当し、800 冊以上から 2,000

冊以上の本を読むことができます。そのため、学校の副教材としても利用されています。

　このように、英語学習は従来の試験対策から言葉としての英語力を身につけることに焦点が移ってきていま

す。アメリカの教材や学習方法を取り入れることで、子どもたちが母語である日本語と同じように英語を自由に

使うことができるようになるのです。

私

求める英語力＜アメリカの高校生レベル＞

ゼロからはじめる英語導入教材

「英語ジュニアワークノートシリーズ　」

想いを教材にのせて

　　　　語ジュニアワークノートは、約 350 語の英単語を学

　　　　ぶことができる素晴らしい学習教材です。この教材

を通じて、中学の文法単元でよく使われる単語について学ん

でいきます。例えば、「be 動詞」や「一般動詞」、「代名詞」、「疑

問文・否定文」、「３人称・単数・現在」などの規則を学ぶこ

とができます。

　英語ジュニアワークノートは、英語の導入教材として非常

に効果的です。初めて英語に触れる子供たちにとって、ワー

クノートを通じて楽しく学ぶことは、英語への興味を高める

一助となるでしょう。そして、基本的な単語や文法をしっか

りと身につけることで、将来的な語学力の基盤を築くことが

できるのです。

英



中学数学教材はコレ！

　日本の数学者で遠山啓（1909 年 8 月 21 日 ‒ 1979
年 9 月 11 日）さんという方がいました。遠山さんの言

葉に「算数はがんらいいちばんやさしい教科である。

なぜなら、それはごく少数の単純な原則から組み立て

られているからである。その少数の原理を徹底的に理

解するまで、ゆっくり時間をかけておしえればよいの

である。 」例えば、分数とその計算の意味が「わかる」

ということは、分数が現実世界においてどう使われる

かを理解することです。遠山さんは、この意味づけを

しないで、計算練習ばかりすることは「計算ができる」

というだけで、「わかる」ということにはつながらない

と考えています。まずは、「わかる」ことを大切に考え、

そのあとに「できる」ようになるのが本来の学びとい

えます。

　遠山さんの考えを色濃く反映したのが「数学単元別」

教材です。制作者である（故）北岡輝紀の書棚には遠山

さんの水道方式、量の概念などにかかわる書籍が数多

くあります。数学単元別が誕生したのは約40年前です。

　数学単元別の特徴は子どもに「わかる」を実感させる

ための教材です。そのため、制作にあたっては何度も多

くの子どもに数学単元別を学習してもらい、子どもか

ら「わからない」という言葉がでないまで手直しが繰り

返された教材です。私も当時、小学校６年でしたので何

度も実験用の数学単元別を学習した記憶があります。

そのため、先行学習で数学単元別をしていたので、中学

数学の授業が良く分かったという記憶があります。コ

ロナの影響により学習の遅れなどが心配されています

が、数学単元別を使っている学習現場では「より先行

に、より復習に使える」といった声をお聞きします。数

学単元別を使うことによって、受動的学習から能動的

学習に学習方法が変わればと願っています。指導者が

教えるまで、待つという学習方法からの脱却が求めら

れます。

・正負の数
・文字と式
・１次方程式
・関数と比例
・平面・空間図形
・不等式
・統計

・式の計算
・連立方程式
・１次関数
・平行と合同
・平行四辺形
・確率

・多項式
・平方根
・2次方程式
・2次関数
・相似な図形
・円
・三平方の定理
・図形と計量

ページ見本は 数学単元別



　成長する思考力（ＧＴ）シリーズ国語は、基本的には10級から開始します。こ

の開始級判定テストは、小学５年生以上で、ある程度の学力がある場合にのみ使

用して下さい。

　したがって、このテストは７級～５級の判定テストになっています。小学低学

年および小学４年生の場合は、10級から行ってください。

　各判定テストの時間は20分。制限時間をお守りください。７級から順にテスト

を行ってください。

７級判定テスト　　　　　　　満点（50点）のみ６級判定テストを行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　40点以上　　　　　　　　　　 ７級から開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　10点以上40点未満　　　　８級から開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　10点未満　　　　　　　　　　10級から開始します。

６級判定テスト　　　　　　　満点（50点）のみ５級判定テストを行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　40点以上　　　　　　　　　　６級から開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　40点未満　　　　　　　　　　７級から開始します。

５級判定テスト  　　　　　　４０点以上５級から開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　４０点未満６級から開始します。

国語

【開始級判定テストの使い方】
＊コピーしてご利用ください。



次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

お
じ
い
さ
ん
は
考
え
た
す
え
、
あ
る
時
ケ
メ
ト
ス

を
そ
ば
に
よ
ん
で
、
今
ま
で
か
く
し
て
い
た
こ
と
を

話
し
て
き
か
せ
ま
し
た
。 

「
ケ
メ
ト
ス
や
、
わ
し
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
が

よ
い
。･

･
･
･
･
･

お
前
が
生
ま
れ
る
時
に
、
わ
し
は
庭

に
出
て
い
た
。
空
一
面
に
星
が
か
が
や
い
て
い
る
晩ば
ん

だ
っ
た
。
お
前
が
無
事
ぶ

じ

に
生
ま
れ
る
よ
う
に
と
心
で

い
の
り
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
空
を
見
上
げ
て
い
た
。

『
す
る
と
、
ひ
と
き
わ
強
く
光
っ
て
い
る
星
が
わ
し

の
目
に
と
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
星
が

す
ー
っ
と
流
れ
て
、
ま
た
た
く
ま
に
消
え
失う

せ
て
し

ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
家
の
中
か
ら
、
お

前
の
産
声

う
ぶ
ご

ろ
う
じ
ん

つ
と

え

が
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。
』 

 

わ
し
に
は
、
そ
の
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
わ
す
れ
ら

れ
な
い
。
星
が
流
れ
る
の
は
、
こ
と
に
ひ
と
き
わ
か

が
や
い
て
い
る
星
が
流
れ
る
の
は
、
悪
い
知
ら
せ
な

の
だ
。
お
前
が
生
ま
れ
る
時
に
星
が
流
れ
た
の
は
、

お
前
の
運
命
が
よ
く
な
い
と
い
う
知
ら
せ
だ
。 

 

だ
が
、
運
命
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
点
ま
で
自
分

の
手
で
こ
し
ら
え
直
す
こ
と
が
出
来
る
。
わ
し
の
よ

う
に
老
人
に
な
る
と
、
①

そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
わ

か
る
の
だ
。
自
分
の
運
命
を
自
分
の
手
で
よ
く
し
て

ゆ
く
こ
と
が
、
人
間
の
一
番
大
切
な
仕
事
な
の
だ
。 

よ
い
か
、
ケ
メ
ト
ス
や
、
お
前
は
あ
ま
り
よ
く
な

い
運
命
を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
そ
れ
を
よ
く

し
よ
う
と
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
も
な
い
と
、 

お
前
の
終
わ
り
は
き
っ
と
悪
い
。
わ
か
っ
た
か
、
ケ 

 

メ
ト
ス
や
。
」 

 

ケ
メ
ト
ス
は
何
と
も
答
え
な
い
で
、
た
だ
う
な
ず

い
て
み
せ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
す
が
い
つ

に
な
く
き
わ
め
て
真
剣

し
ん
け
ん

な
の
に
、
す
っ
か
り
け
お
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

Ａ 

ケ
メ
ト
ス
に
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
言
っ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
自
分

の
生
ま
れ
た
時
に
星
が
流
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、

は
っ
き
り
頭
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
②

そ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
何
だ
か
う
れ
し
い
よ
う
な
力
強
い

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

（
豊
島
与
志
雄
「
彗
星
の
話
」
よ
り
） 

問
一 

文
中
の
会
話
文
は
、
だ
れ
が
だ
れ
に
話
し
て
い

る
の
で
す
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

問
二 

文
中
の
『
す
る
と
～
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。
』

を
ま
と
め
て
い
い
か
え
て
い
る
部
分
を
文
中
か
ら

ぬ
き
出
し
て
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

問
三 

線
①
、
②
の
「
そ
の
」
と
は
何
を
指
し
て

い
ま
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
ぬ
き
出
し
て
答
え
な

さ
い
。 

 
 

 
 

 

 

問
四 

 

Ａ 

に
あ
て
は
ま
る
つ
な
ぎ
言
葉
を
ア
～

ウ
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

そ
し
て 

 

イ 

け
れ
ど
も 

 

ウ
な
ぜ
な
ら 

 

問
五 

お
じ
い
さ
ん
は
、
人
間
の
一
番
大
切
な
仕
事
は

ど
ん
な
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
か
。
文
中
か
ら

ぬ
き
出
し
て
二
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。 
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判定テスト
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国語

学
年
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前



開
始
級
判
定
テ
ス
ト
解
答
用
紙

成長する
思 考 力
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国語

学
年

名
前

得　点

点

問
一

問
二

問
三

問
四

問
五 10

点
15
点

10
点

５
点
×
２

５
点

①② だ
れ
が

だ
れ
に



 

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

ひ
と
く
ち
に
慈
悲

じ

ひ

ぶ
か
い
人
と
い
え
ば
、
だ
れ
に

で
も
も
の
を
や
る
人
、
だ
れ
の
い
う
こ
と
を
も
直す

ぐ

聞
き
入
れ
て
や
る
人
、
何
事
も
他
人
の
た
め
に
こ
と

わ
れ
な
い
人
、
こ
う
き
め
て
し
ま
う
の
が
普ふ

通つ
う

で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
そ
う
に
ち
が
い
な
い
で
し
ょ
う
、 

そ
れ
が
①

慈
悲
ぶ
か
い
人
の
他
人
に
対
す
る
原
則

げ
ん
そ
く

で
す
か
ら
。 

 

し
か
し
、
②

原
則
と
い
う
の
は
結
局
原
則
で
あ
り

ま
す
。
も
の
ご
と
が
す
べ
て
、
原
則
ど
お
り
単た

ん

か

純
じ
ゅ
ん

に

行
っ
て
す
む
の
な
ら
世
の
中
は
案
外
や
さ
し
い
も
の

で
す
。
お
医
者
で
も
原
則
通
り
で
す
べ
て
病
人
が
都

合
よ
く
処し

ょ

理り

出
来
る
な
ら
、
ど
の
お
医
者
で
も
み
な

病
理
学
研
究
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
お
れ
ば
世
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
に
も
、
面め

ん

と

倒ど
う

な
③

臨り
ん

床
し
ょ
う

学
な
ど
習
っ

て
実
地
研
究
の
何
年
間
な
ど
費
や
す
必
要
は
無
い
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
必
要
が
あ
る
。
あ
り
ま

す
と
も
、
そ
こ
が
臨り

ん

機き

応
変

お
う
へ
ん

、
仏
教
の
い
わ
ゆ
る
、

「
時じ

（
時と

き

）
、
処し

ょ

（
場
所
）
、
位い

（
立
場
）
」
に
適て
き

す

る
方
法
に
お
い
て
原
則
を
実
地
に
応
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

本
当
の
慈
悲
と
は
、
こ
こ
に
本
当
に
も
の
を
あ
た

え
る
に
適
当
な
事
情
を
持
つ
人
が
あ
る
。
そ
の
時
、

そ
の
人
に
適
当
な
程ほ

て
き
と
う

じ
じ
ょ
うど

の
も
の
を
あ
た
え
る
。
④

そ
れ

が
本
当
の
慈
悲
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
⑤

一
人
の
な

ま
け
者
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
口
を
上
手
に
し
て
す
が

っ
て
来
た
と
す
る
。
そ
の
口
上
手
に
乗
ぜ
ら
れ
、
も

の
を
や
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
は
慈
悲
に
似に

て
非ひ

な
る 

 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
お
だ
て
に
乗
っ
た
、
う
か
つ
も

の
の
お
ろ
か
な
所

行

し
ょ
ぎ
ょ
う

で
す
。
そ
ん
な
時
、
も
の
を

や
る
代
わ
り
に
、
そ
の
な
ま
け
者
の
お
上
手
者
の
頬ほ

お

に
平
手
の
一
つ
も
見
ま
っ
て
や
る
。
い
ま
し
め
に
な

り
発
憤
剤

は
っ
ぷ
ん
ざ
い

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
方
が
本

当
の
慈
悲
で
す
。
（
岡
本 

か
の
子
「
慈
悲
」
よ
り
） 

 
問
一 

線
①
「
慈
悲
ぶ
か
い
人
の
他
人
に
対
す

る
原
則
」
と
は
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
文
中
の

言
葉
を
使
っ
て
、
箇
条
書
き
で
三
つ
答
え
な
さ
い
。 

 

問
二 

線
②
「
原
則
と
い
う
の
は
結
局
原
則
で

あ
り
ま
す
」
と
は
作
者
の
ど
ん
な
気
持
ち
を
表

し
て
い
ま
す
か
。
ア
～
ウ
か
ら
選
ん
で
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 
 

 
 

 
 

ア 

現
実
は
原
則
通
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
。 

イ 

現
実
を
原
則
に
適
す
る
よ
う
に
し
た
い
。 

ウ 

現
実
は
原
則
通
り
に
い
か
な
い
も
の
だ
。 

 

問
三 

線
③
「
臨
床
学
」
と
は
ど
ん
な
学
問
で
す

か
。
文
中
の
中
か
ら
漢
字
四
字
を
ぬ
き
出
し
て
答

え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

問
四 

線
④
「
そ
れ
」
は
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
四
十
字
以
内
で
答
え
な

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
五 

線
⑤
「
一
人
の
な
ま
け
者
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
口
を
上
手
に
し
て
す
が
っ
て
来
た
と
す

る
」
の
場
合
、
筆
者
は
ど
う
す
る
こ
と
が
本
当
の

慈
悲
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
四
十
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 
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始
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判
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テ
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答
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紙
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思 考 力

６級
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学
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名
前

得　点

点

問
一

問
二

問
三

問
四

問
五10

点
15
点

５
点
×
３

５
点

５
点

①②③



 

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

ど
こ
か
へ
旅
行
が
し
て
み
た
く
な
る
。
し
か
し
別

に
ど
こ
と
い
う
き
ま
っ
た
あ
て
が
な
い
。
そ
う
い
う

時
に
旅
行
案
内
記
の

類
た

か
い
ひ
ん

ぐ
い

を
あ
け
て
見
る
と
、
あ
る

い
は
海
浜
、
あ
る
い
は
山
間
の
湖
水
、
あ
る
い
は
温

泉
と
い
っ
た
よ
う
に
、
行
く
べ
き
所
が
さ
ま
ざ
ま
有

り
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
る
。 

Ａ 

ま
ず
か
り
に
温
泉
な

ら
温
泉
と
き
め
て
、
温
泉
の
部
を
少
し
詳く
わ

し
く
見
て

行
く
と
、
各
温
泉
の
水
質
や
効
能
、
周
囲
の
形
勝
名

所

旧

跡

き
ゅ
う
せ
き

な
ど
の
だ
い
た
い
が
ざ
っ
と
わ
か
る
。 

 

Ｂ 

も
う
少
し
詳
し
く
具
体
的
な
事
が
知
り
た

く
な
っ
て
、
今
度
は
温
泉
専
門
の
案
内
書
を
捜さ
が

し
出

し
て
読
ん
で
み
る
。 

Ｃ 

ま
ず
ぼ
ん
や
り
と
お
お

よ
そ
の
見
当
が
つ
い
て
来
る
が
、
い
く
ら
詳

細

し
ょ
う
さ
い

な

案
内
記
を
丁
寧

て
い
ね
い

に
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
で
、
結
局
ほ

ん
と
う
の
と
こ
ろ
は
自
分
で
行
っ
て
見
な
け
れ
ば
わ

か
る
は
ず
は
な
い
。
も
し
も
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
な

ら
ば
、
う
ち
で
書
物
だ
け
読
ん
で
い
れ
ば
わ
ざ

わ
ざ
出
か
け
る
必
要
は
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
。 

 

Ｄ 

念
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
の
人
の
話
を
聞
い

て
み
て
も
、
人
に
よ
っ
て
か
な
り
言
う
事
が
ち
が
っ

て
い
て
、
だ
れ
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
を
信
じ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
さ
ん
ざ
ん
に

調
べ
た
最
後
に
は
、
つ
ま
り
い
い
か
げ
ん
に
、
賽さ
い

で

も
投
げ
る
と
同
じ
よ
う
な
偶
然

ぐ
う
ぜ
ん

な
機き

縁え
ん

に
よ
っ
て

目
的
の
地
を
ど
う
に
か
き
め
る
ほ
か
は
な
い
。 

①

こ
う
い
う
や
り
方
は
言
わ
ば
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
や
り
方
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
は
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
最
も
安
全
な
方
法
で 

 

 あ
っ
て
、
こ
う
す
れ
ば
め
っ
た
に
大
き
な
失
望
や
と

ん
で
も
な
い
違い

こ
う

り

お

ら
く

お
そ

き
ょ
う

算さ
ん

を
生
ず
る
心
配
が
少
な
い
。
そ
う

し
て 

主
要
な
名
所
旧
跡
を
う
っ
か
り
見
落
と
す
気
づ

か
い
も
な
い
。

 

 

し
か
し
前
の
安
全
な
方
法
に
も
短
所
は
あ
る
。
読

ん
だ
案
内
書
や
聞
い
た
人
の
話
が
、
い
つ
ま
で
も
頭

の
中
に
巣
く
っ
て
い
て
、
②

そ

れ

が
自

分
の
目
を

か
く
し
耳
を
お
お
う
。
そ
れ
が
た
め
に
せ
っ
か
く
わ

ざ
わ
ざ
出
か
け
て
来
た
自
分
自
身
は
言
わ
ば
③

行
李

の
中
に
で
も
押
し
こ
め
ら
れ
た
よ
う
な
形
に
な
り
、

結
局
案
内
記
や
話
し
た
人
が
湯
に
は
い
っ
た
り
見
物

し
た
り
享
楽
し
た
り
す
る
と
同
じ
よ
う
な
事
に
な
る
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
な
り
た
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
案
内
書
や
教
え
た
人
の
罪
で
は
な
い
。 

（
寺
田
寅
彦
「
案
内
者
」
よ
り 

一
部
改
編
） 

 

問
一 

 

Ａ 
 

～ 
 

Ｄ 

に
あ
て
は
ま
る
つ
な

ぎ
言
葉
を
ア
～
オ
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

ア 

そ
う
す
る
と

 

イ 

そ
こ
で 

ウ 

次
に
は

 

エ 

し
か
し 

 
 

オ 

と
こ
ろ
で 

 

問
二 

線
①
「
こ
う
い
う
や
り
方
」
と
あ
り
ま

す
が
ど
ん
な
や
り
か
た
で
す
か
。
四
十
字
以
内

で
ま
と
め
な
さ
い
。 

 
 

問
三 

線
②
「
そ
れ
」
は
何
を
指
し
て
い
ま
す

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
四 

線
③
「
行
李
の
中
に
で
も
押
し
こ
め
ら

れ
た
よ
う
な
形
に
な
り
」
と
は
ど
ん
な
形
に
な

る
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
か
。
四
十
字
以
内
で

簡
単
に
ま
と
め
な
さ
い
。 
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点

問
一

問
二

問
三

問
四15

点

５
点
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４

５
点

10
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



注
意 

 
 

「
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て･

･
･

」
「･

･
･

ま
と
め
な

さ
い
」
と
い
う
問
い
の
解
答
は
、
採
点
者
の
判
断
で

途
中
点
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

７
級
解
答 

 

問
一 

（
配
点 

10
点
） 

問
二 

（
配
点 

10
点
） 

お
前
が
生
ま
れ
る
時
に
星
が
流
れ
た

問
三 

（
配
点 

５
点×

２
） 

 
 

① 

運
命
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
点
ま
で
自
分

の
手
で
こ
し
ら
え
直
す
こ
と
が
出
来
る

 
 

② 

自
分
の
生
ま
れ
た
時
に
星
が
流
れ
た

問
四 

（
配
点 

５
点
） 

 
 

イ 

問
五 

（
配
点 

15
点
）

自
分
の
運
命
を
自
分
の
手
で
よ
く
し
て
ゆ
く 

こ
と

  

６
級
解
答 

 

問
一 

（
配
点 

５
点×

３
） 

 
 

① 

だ
れ
に
で
も
も
の
を
や
る
こ
と 

 
 

② 

だ
れ
の
い
う
こ
と
を
も
直
ぐ
聞
き
入
れ
て

や
る
こ
と 

③ 

何
事
も
他
人
の
た
め
に
こ
と
わ
れ
な
い
こ 

 
 

 

と 

問
二 

（
配
点 

５
点
） 

ウ 

問
三 

（
配
点 

５
点
） 

 
 

実
地
研
究 

 

問
四 

（
配
点 

15

点
）

 

 
 

 

本
当
に
も
の
を
あ
た
え
る
に
適
当
な
事
情
を

持
つ
人
に
適
当
な
程
の
も
の
を
あ
た
え
る
こ
と 

問
五 

（
配
点 

10
点
） 

も
の
を
や
る
代
わ
り
に
、
そ
の
な
ま
け
者
の

お
上
手
者
の
頬
に
平
手
の
一
つ
も
見
ま
っ
て
や

る
こ
と 

    

五
級
解
答 

 

問
一 

（
配
点 

５
点×

４
） 

Ａ 

イ 

Ｂ 

エ 

Ｃ 

ア 

Ｄ 
ウ 

問
二 

（
配
点 

10
点
） 

解
答
例 

旅
行
案
内
記
の
類
や
人
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
、

温
泉
や
形
勝
名
所
旧
跡
な
ど
を
調
べ
る
（
や
り
方
）

 

問
三 

（
配
点 

５
点
） 

 
 

読
ん
だ
案
内
書
や
聞
い
た
人
の
話 

問
四 

（
配
点 

15
点
）
解
答
例 

 
 

旅
行
案
内
記
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
話
し
た

人
が
し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
し
か
し
な
く
な
る
こ

と 
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成長する思考力 国語バージョン10級
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成長する思考力 国語バージョン8級
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成長する思考力 国語バージョン5級
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　下の図のようなかだんをつくろうとおもいます。まんなか

には、れんがをしきつめて、はちうえをおきます。

　ただし、れんがの大きさは、たてのながさを２つあわせた

ながさが、よこのながさになります。

（１）まんなかには、れんがを上の図のように５れつになら

　　べて、上からみるとましかくになるようにします。れん

　　がは１れつに、なんこずつならべればよいでしょう。

かたちづくりのせかい
かだんをつくろう

こずつ

ず

ずした

おお

うえ

うえ





　まもるくん、まゆみちゃん、よしおくん、くみこちゃん、

ゆうたくん、みちこちゃん、えみこちゃんの７にんが、かだ

んのせわをしたり、かんさつをしたりしています。

ことばづくりのせかい
かだんのせわをしよう

えみこちゃん



　それぞれなにをしていますか。□にあてはまることばを、

［　　］からえらんでかきいれましょう。

　まゆみちゃんはなにをしているのでしょう。

①　まもるくんは、チューリップに水を

　います。

②　みちこちゃんは、お花を

　います。

③　よしおくんは、ほうきで　　　　　　　　　　います。

④　くみこちゃんは、お花をしゃしんに

　います。

⑤　ゆうたくんは、つちを　　　　　　　　　　　　います。

はいて　　はこんで　　うえかえて　

やって　　とって

みず

はな

はな





①

①

②

③

④

②

③

④

（１）どんなばめんの絵でしょう。□にあてはまることばを、

　　［　　］からえらんでかきいれましょう。

（２）①～④のこどものきもちをあらわすことばを、［　　］

　　からえらんで□にかきいれましょう。

おそうしき　おみまい　ははのひ　けっこんしき

かなしい　かんしゃ　しんぱい　うれしい

え





















ＧＴ算数「開始級判定テスト」について
�

�この用紙を版下としてお使いください。このテストは、コピー許諾商品です。

�

�ＧＴ算数は、基本的に全員10級から開始します。

�

�あえてテスト対象を表示するとしたら、この判定テストの対象は中学受験

　のための学習をすでに始めている学習者、あるいは小学５年生以上です。

�

�したがって、小学校４年生以下は10級を開始級として下さい。

�

�このテストでは、基本的に部分点は設定しません。

�

�テスト時間は、20分を想定しています。

�

�「７級判定テスト」の結果については次の基準を参考にして下さい。

　　①40点以下の場合は、10級を開始級に

　　②41点以上80点未満の場合は、８級を開始級に

　　③80点以上100点未満の場合は、７級を開始級に

　　④100点の場合は引き続き「６級判定テスト」を

�

�「６級判定テスト」の結果については次の基準を参考にして下さい。

　　①55点以下の場合は、７級を開始級に

　　②56点以上100点未満の場合は、６級を開始級に

　　③100点の場合は引き続き「５級判定テスト」を

�

�「５級判定テスト」の結果については次の基準を参考にして下さい。

　　①55点以下の場合は、６級を開始級に

　　②56点以上100点未満の場合は、５級を開始級に

　　③100点の場合は５級あるいは４級から　　　　　　　　　　　　　　

　　



１．右の図は同じ大きさ，同じ形のつみ木を

　つみ重ねたものです。

　つみ木の数は，全部でいくつありますか。

２．　�，�，�，�の4まいのカードをならべて４けたの数をつくります。

　全部で何こできますか。

３．90，73，56，…とあるきまりにしたがって数字がならんでいます。はじめから数えて，

　５番目の数を答えなさい。

４．長さ60mの道に同じはばをあけて５本のさくらの木を植えます。木は道のりょうはし

　にも植えるとすれば，木と木の間を何mにすればよいですか。

５．ある年の９月15日は金曜日でした。その年の11月23日は何曜日になりますか。

６．右の図はたて２cm，横５cmの長方形のカードを組み合せたものです。大小おりまぜて

　いくつの長方形がありますか。

0 3 5 7

5cm�

2cm�

７－ 1

成長する思考力

７級判定
G T

算数バージョン 得点

　点　　　　学年　　名前　　　　　　　　1問10点

開始級判定テスト



７．ある駐車場の料金は１時間までが

　300円で，1時間をこえると30分ごとに

　料金が150円ずつふえます。

　　Ａさんの車は駐車場に午前10時40分

　に入って，午後３時15分に出ました。

　Ａさんの車の駐車料金を求めなさい。

�

��

９．下の図は，たて，横，ななめにならん

　でいる３つの数の合計がすべて同じにな

　るようにつくられています。「あ」にあ

　てはまる数を求めなさい。

８．えんぴつ２本とノート５さつの合計金

　額は1300円で，えんぴつ４本とノート３

　さつの合計金額は1200円です。

　　えんぴつ１本，ノート１さつのねだん

　をそれぞれ求めなさい。

10.下の図のように，ご石を上から１だん

　目に１こ，２だん目に２こ，３だん目に

　３こと正三角形にならべていきます。９

　だん目までならべたときにつかうご石の

　数を全部求めなさい。

9 8

7あ

……………１だん目

…………２だん目

………３だん目

……４だん目

７－２

ちゅうしゃじょう

もと



7－ 1

成長する思考力

G T
算数バージョン

開始級判定テスト解答
7級

１．14こ　　�　２．18こ　　�　３．22　　�　４．15m

５．�木曜日

　　　※・９月は，30－15＋１よりのこり16日，10月は31日まで，11月23日までの日数は，

　　　　　９月15日から16＋31＋23より70日後

　　　　・９月15日は15÷７よりあまり１の金曜日

　　　　　70÷７＝10あまり０

　　　　・したがってあまり０は木曜日

６．　36こ

　　　※・たて２cm，横５cmの長方形が９こ

　　　　・たて４cm，横５cmの長方形が６こ

　　　　・たて６cm，横５cmの長方形が３こ

　　　　・たて２cm，横10cmの長方形が６こ

　　　　・たて４cm，横10cmの長方形が４こ

　　　　・たて６cm，横10cmの長方形が２こ

　　　　・たて２cm，横15cmの長方形が３こ

　　　　・たて４cm，横15cmの長方形が２こ

　　　　・たて６cm，横15cmの長方形が１こ

�

７．　1500円

　　　※・午前10時40分から午前11時40分までは300円

　　　　・午前11時40分から午後３時15分までは215分

　　　　・215÷30＝７あまり５

　　　　・したがって300＋150×（７＋１）より

�

８．　えんぴつ１本150円，ノート１さつ200円

　　　※・えんぴつの数をそろえる。えんぴつ２本とノート５さつで1300円なので，

　　　　　えんぴつ４本，ノート10さつだと，1300×２より2600円

　　　　　これから，えんぴつ４本とノート３さつで1200円をひくと，ノート７さつで　

　　　　　1400円ということがわかる。

　　　　・（2600－1200）÷（10－３）よりノート１さつ200円

　　　　・（1300－200×５）÷２よりえんぴつ１本150円

�

９．　６

　　　※・右下をxとすると，９＋あ＋x＝８＋７＋x，９＋あ＝８＋７より
�

10.　45

　　　※（１＋９）×９÷２より

�



６ － 1

成長する思考力

６級判定
G T

算数バージョン 得点

　点　　　　学年　　名前　　　　　　　　1問10点

開始級判定テスト

　　下のように整数を表すことにします。あとの問いに答えなさい。（15点）

　　　＜問い＞　このとき，右の図に８を表すしゃ線を

　　　　　　　かき入れなさい。

�

は１， は２， は３， は４，

　水そうに何Ｌかの水が入っています。
この水そうに水を入れはじめていきます。
入れはじめてから５分後水そうの水は
40Ｌに，10分後には55Ｌになっていまし
た。
　はじめ水そうには何Ｌの水が入ってい
ましたか。（20点）

１

３

　　�を１ばん目の分数として，分数が次

　のようにならんでいます。９ばん目の分

　数を求めなさい。

�

�（20点）

＿１
２

＿１
２，

＿３
５，

＿５
８，

＿７
11，……

２



６－２

４．右の図は，70kmはなれているア駅とイ駅の間を運行し

　ている電車の午前８時からのようすを示しています。

　　イ駅を８時に出発したＢ電車がア駅に８時35分に着い

　たとき，ア駅を８時５分に出発したＡ電車はイ駅から10

　km手前の地点まできていました。

　　このとき，Ａ電車とＢ電車がすれちがう時刻を求めな

　さい。（15点）

�

５．長方形を右の図のように折り曲げたら，（ア）の角は

　54°になりました。（イ）の角の大きさを求めなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15点）

６．１辺が２cmの立方体を重ねて，図のような立体をつくりました。

　この立体の表面積を求めなさい。（15点）

じ　こく

イ駅

ア駅
8時 5 35（分）

（イ）

（ア）



※二進法（０と１だけで数を表す方法）をベースにしています。
　十進法で１、２、３、４、５、６、７、８と表すところを、二進法で表すと
次のようになります。
 
１、10、11、100、101、110、111、1000

１をかいたところに斜線を入れると、答えになります。
 
十進法では、９の次に位取りをして（桁を増やして）、10になりますが、
二進法では、１の次に位取りをして、10とします。
たとえば、十進法では、999（３桁）→1000（４桁）
二進法では、111（３桁）→1000（４桁）のように桁が増えていきます。

Ｌ

Ｌ

成長する思考力

６級判定
G T

算数バージョン 得点

　点　　　　学年　　名前　　　　　　　　1問10点

開始級判定テスト解答

１

２

３

４

５

６



５－ 1

成長する思考力

５級判定
G T

算数バージョン 得点

　点　　　　学年　　名前　　　　　　　　1問10点

開始級判定テスト

１．川上のＡ町から川下のＢ町までのきょ

　りは120kmです。船がＡ町からＢ町へ行

　くのに３時間かかり，Ｂ町からＡ町へ行

　くのに４時間かかります。

　　川の流れがないときの船の時速は何km

　ですか。（20点）

�

３．直方体の箱があります。その表面積は

　348c㎡で，そのうちの１つの面は，面積

　が48c㎡，周囲が28cmです。その直方体

　をいくつか，同じ向きにならべたり，積

　んだりして立方体をつくろうと思います。

　直方体は最低いくつ必要ですか。（15点）

２．下の図のように，ご石を正方形になら

　べます。まわりのご石が，40個あるよう

　にすると，正方形のご石は全部で何個な

　らびますか。（20点）

４．みかん３個とりんご３個の６個のくだ

　ものを，２つのかごに同じ数ずつ分ける

　と，下のように２通りの分け方がありま

　す。

　　みかん３個，りんご３個，なし３個の

　９つのくだものを３つのかごに同じ数ず

　つ分けるとき，いく通りの分け方があり

　ますか。（15点）

み み み り り
２通り

り

み み り み り り



５－２

５．６人が右の図のようなまるいテーブルについて食事をしました。そのときの自分の席

　について，６人は次のようにいいました。

　Ａは「Ｄのとなりにならなかった。」

　Ｂは「Ｃの正面にはいなかった。」

　Ｃは「Ｅのとなりにいた。」

　Ｄは「Ｃとは，はなれてすわった。」

　Ｅは「Ａの右どなりにいた。」

　Ｆは「Ａの正面にいなかった。」

　Ａは，右の図の席にすわっていました。ほかの５人は

　どのようにすわっていたのでしょうか。

　図に記号をかき入れなさい。（15点）

６．右の図のような台形ＡＢＣＤがあります。点Ｐは

　点Ｂを出発して，点Ｂ→点Ｃ→点Ｄと１秒間に１cm

　の速さで動きます。点Ｐが点Ｂを出発してから12秒

　後の三角形ＡＢＰの面積は何c㎡ですか。（15点）

�

５－２

Ａ

B CP→

A D6cm

5cm�

10cm



7－ 1

成長する思考力

G T
算数バージョン

開始級判定テスト解答
5級

１．時速35km�　　

　　　※120÷３＝40，（40－30）÷２＝５，30＋５より

２．121個

　　　※40÷４＋１＝11，11×11より

�

３．864こ

　　　※・28÷２＝14，48＝６×８，348－48×２＝252，252÷28＝９

　　　　・６，８，９の最小公倍数は72

　　　　・72÷６＝12，72÷８＝９，72÷９＝８，12×９×８より

�

４．10通り

　　　※・みかんが３このときは２通り，みかんが２このときは，

　　　　　（ み ，み ，り ）と（ み ，み ，な ）がそれぞれ３通り。

　　　　・みかんが１このときは２通り

　　　　・よって，２＋３＋３＋２より

�　　　　　　　　※右図のようにＡの左から ア，イ，ウ，エ，オとする。

　　　　　　　　　　・Ｅから，Ｅは オ

　　　　　　　　　　・Ｃから，Ｃは エ

　　　　　　　　　　・Ａから，Ｄは イ

　　　　　　　　　　・Ｂから，Ｂは ウ

　　　　　　　　　　・最後に，Ｆは ア

�

５．21c㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※台形ＡＢＣＤの面積は40c㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・△ＡＰＤの面積は９c㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・△ＢＣＰの面積は10c㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・40－（９＋10 ）より

�����

A

ウ

エイ

オア

A

B

CD

EF

2cm�B
C

P

A D6cm�

5cm�

10cm�

６
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〈学
がく

習
しゅう

するみなさんへ〉
●この教

きょう

材
ざい

で学習する目
もく

的
てき

この教材では，問
もん

題
だい

文
ぶん

をよんで，「なにを答
こた

えることがもとめられているのか」を分
ぶん

析
せき

し，解
かい

答
とう

にいた

りつくには「どうすればよいのか」をかんがえる学習をします。

したがって，この教材には計
けい

算
さん

練
れん

習
しゅう

のための問題はありません。

●いくつかの注
ちゅう

この教材をつかうにあたって，たいせつなことがらが２つあります。ひとつは，自
じ

分
ぶん

でかんがえ，解
と

く

ことによって学習する「たのしさ」を発
はっ

見
けん

することです。もうひとつは正
ただ

しい答えをえるまでねばりづ

よくとりくむことです。時
じ

間
かん

がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方
かた

」は，問題に

答えるためのいちばんさいごの方
ほう

法
ほう

です。そのときは，「かんがえるヒント」としてつかいましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回

かい

分
ぶん

がつぎのようなくみたてでできています。

１　知
ち

識
しき

を広
ひろ

げる

新
あたら

しい知識を学
まな

ぶことをとおして，算
さん

数
すう

の世
せ

界
かい

を広げることを目的としています。

２　観
かん

察
さつ

する

１で学んだ知識をもとに，あたえられた条
じょう

件
けん

をつかって，問題を解くかんがえかたを学びます。

３　発見する

問題を解くために，問題のなかにかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角
かく

度
ど

からみて，１から３で学んだことをつかいながら，問題を解

くやわらかな思
し

考
こう

力
りょく

をそだてることを目的とします。

第１回 数
かず

の世界
１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回　１から９の数
すう

字
じ

１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 くらべる
１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12

第４回 あたらしい数字
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16

第５回 あたらしい数・なんばんめ
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20

第６回 ２けたの数
１　知識を広げる………………21  
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24 

第７回 たしざんの世界
１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28 

第８回 あわせていくつ
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 ふえるといくつ
１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36

第10 回 ひきざんの世界
１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40

第11回 のこりはいくつ
１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44 

第12回 ちがいはいくつ
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48

第13回 たしざんとひきざん
１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する……………………52

第14回 いろいろなけいさん
１　知識を広げる………………53  
２　観察する……………………54  
３　発見する……………………55  
４　飛躍する……………………56

第15回 くらべてみると
１　知識を広げる………………57 
２　観察する……………………58  
３　発見する……………………59  
４　飛躍する……………………60

第16回 いろいろなかたち
１　知識を広げる………………61  
２　観察する……………………62  
３　発見する……………………63  
４　飛躍する……………………64

★ ★ ★ ★ ★ も　く　じ　★ ★ ★ ★ ★

成長する思考力 算数バージョン10級
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〈学
がく

習
しゅう

するみなさんへ〉
●この教

きょう

材
ざい

で学習する目
もく

的
てき

この教材では，問
もん

題
だい

文
ぶん

をよんで，「なにを答
こた

えることがもとめられているのか」を分
ぶん

析
せき

し，解
かい

答
とう

にいた

りつくには「どうすればよいのか」をかんがえる学習をします。

したがって，この教材には計
けい

算
さん

練
れん

習
しゅう

のための問題はありません。

●いくつかの注
ちゅう

この教材をつかうにあたって，たいせつなことがらが２つあります。ひとつは，自
じ

分
ぶん

でかんがえ，解
と

く

ことによって学習する「たのしさ」を発
はっ

見
けん

することです。もうひとつは正しい答えをえるまでねばりづ

よくとりくむことです。時
じ

間
かん

がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」は，問題に

答えるためのいちばんさいごの方
ほう

法
ほう

です。そのときは，「かんがえるヒント」としてつかいましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回

かい

分
ぶん

がつぎのようなくみたてでできています。

１　知
ち

識
しき

を広
ひろ

げる

新
あたら

しい知識を学
まな

ぶことをとおして，算
さん

数
すう

の世
せ

界
かい

を広げることを目的としています。

２　観
かん

察
さつ

する

１で学んだ知識をもとに，あたえられた条
じょう

件
けん

をつかって，問題を解くかんがえかたを学びます。

３　発見する

問題を解くために，問題の中にかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角
かく

度
ど

から見て，１から３で学んだことを活用しながら，問題を解

くやわらかな思
し

考
こう

力
りょく

をそだてることを目的とします。

第１回 数
かず

と計算の世界
１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回 整
せい

数
すう

のあらわしかた
１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 数の大小や順
じゅん

序
じょ

１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12

第４回 十ずつまとめる・百ずつまとめる
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16

第５回　たし算
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20

第６回 ひき算
１　知識を広げる………………21  
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24

第７回 たし算とひき算
１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28

第８回 かけ算の世界
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 かけ算・１あたりの数
１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36

第10回 倍
ばい

１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40

第11回 数を分
ぶん

解
かい

する
１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44

第12回 測
そく

定
てい

の世界
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48

第13回 長
なが

さの単
たん

位
い

１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する……………………52

第14回 時
じ

間
かん

と時
じ

刻
こく

１　知識を広げる………………53  
２　観察する……………………54  
３　発見する……………………55  
４　飛躍する……………………56

第15回 図
ず

形
けい

の世界
１　知識を広げる………………57  
２　観察する……………………58  
３　発見する……………………59  
４　飛躍する……………………60 

第16回 三
さん

角
かく

形
けい

と四角形
１　知識を広げる………………61  
２　観察する……………………62  
３　発見する……………………63  
４　飛躍する……………………64

★ ★ ★ ★ ★ も　く　じ　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教

きょう

材
ざい

で学習する目
もく

的
てき

この教材では，問
もん

題
だい

文
ぶん

を読んで，「何を答えることがもとめられているのか」を分
ぶん

析
せき

し，解
かい

答
とう

にいたり

つくには「どうすればよいのか」を考える学習をします。

したがって，この教材には計算練
れん

習
しゅう

のための問題はありません。

●いくつかの注
ちゅう

この教材をつかうにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解
と

くことによ

って学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えをえるまでねばり強くとりくむ

ことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」は，問題に答えるための

いちばんさいごの方
ほう

法
ほう

です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のようなくみたてでできています。

１　知
ち

識
しき

を広げる

新しい知識を学
まな

ぶことを通して，算数の世界を広げることを目的としています。

２　観
かん

察
さつ

する

１で学んだ知識をもとに，あたえられた条
じょう

件
けん

をつかって，問題を解く考え方を学びます。

３　発見する

問題を解くために，問題の中にかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角度から見て，１から３で学んだことを活用しながら，問題を解

くやわらかな思考力を育てることを目的とします。

第１回 新しい計算の世界・わり算
１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回 わり算・１あたりの数を求める
１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 わり算・いくつ分の数を求める
１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12   

第４回 わり算・あまり
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16   

第５回 ３けたのたし算・ひき算
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20  

第６回 ２けたの数・３けたの数のかけ算
１　知識を広げる………………21  
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24  

第７回 万の位
くらい

１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28   

第８回 測
そく

定
てい

の世界
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 見
み

積
つ

もる
１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36   

第10回 時
じ

刻
こく

や時間
１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40   

第11回 図形の世界
１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44   

第12回 特
とく

別
べつ

な三角形と四角形
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48  

第13回 箱
はこ

の形
１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する……………………52  

第14回 資
し

料
りょう

の世界
１　知識を広げる………………53  
２　観察する……………………54  
３　発見する……………………55  
４　飛躍する……………………56  

第15回 整
せい

理
り

して表
ひょう

にする
１　知識を広げる………………57  
２　観察する……………………58  
３　発見する……………………59  
４　飛躍する……………………60  

第16回 表とグラフ
１　知識を広げる………………61  
２　観察する……………………62  
３　発見する……………………63  
４　飛躍する……………………64 

★ ★ ★ ★ ★ も　く　じ　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教

きょう

材
ざい

で学習する目
もく

的
てき

この教材では，問題文を読んで，「何を答えることがもとめられているのか」を分
ぶん

析
せき

し，解
かい

答
とう

にいたり

つくには「どうすればよいのか」を考える学習をします。

したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解

と

くことに

よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えをえるまでねばり強くとりく

むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」は，問題に答えるため

のいちばんさいごの方
ほう

法
ほう

です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような組み立てでできています。

１　知
ち

識
しき

を広げる

新しい知識を学
まな

ぶことを通して，算数の世界を広げることを目的としています。

２　観
かん

察
さつ

する

１で学んだ知識をもとに，あたえられた条
じょう

件
けん

をつかって，問題を解く考え方を学びます。

３　発見する

問題を解くために，問題の中にかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角度から見て，１から３で学んだことを活用しながら，問題を解

くやわらかな思考力を育てることを目的とします。

第１回 数と計算の世界
１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回 およその数（がい数）
１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 大きな数のわり算
１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12   

第４回 大きな数のわり算・あまり
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16  

第５回 関係を発見する
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20  

第６回 新しい数と計算の世界
１　知識を広げる………………21  
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24  

第７回 小数の表し方とたし算・ひき算
１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28  

第８回 分数・いろいろな分数
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 測
そく

定
てい

の世界・面積
１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36   

第10回 仮
か

定
てい

して考える問題
１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40  

第11回 測定の世界・角
１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44  

第12回 図形の世界・三角形
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48   

第13回 円
１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する………………52，53  

第14回 ちがいを考える問題
１　知識を広げる………………54  
２　観察する……………………55  
３　発見する………………56，57  
４　飛躍する………………58，59  

第15回 折
お

れ線
せん

グラフ
１　知識を広げる………………60  
２　観察する……………………61  
３　発見する………………62，63
４　飛躍する………………64，65  

第16回 論
ろん

理
り

的
てき

に考える
１　知識を広げる………………66  
２　観察する……………………67  
３　発見する………………68，69
４　飛躍する………………70，71

★ ★ ★ ★ ★ 目　　次　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解
かい

答
とう

にいたりつ

くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。

したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに

よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく

むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」は，問題に答えるため

のいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような組み立てで成り立っています。

１　知
ち

識
しき

を広げる

新しい知識を学
まな

ぶことを通して，算数の世界を広げることを目的としています。

２　観察する

１で学んだ知識をもとに，あたえられた条
じょう

件
けん

を利用して，問題を解く考え方を学びます。

３　発見する

問題を解くために，問題の中にかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角度から見て，１から３で学んだことを活用しながら，問題を解

くやわらかな思考力を育てることを目的とします。

第1 回 整数の性質・偶
ぐう

数
すう

と奇
き

数
すう

１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回 数と数の関係
１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 小数のかけ算
１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12  

第４回 小数のわり算
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16  

第５回 小数のかけ算とわり算
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20  

第６回 分数のいろいろ
１　知識を広げる………………21
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24  

第7 回 分数のたし算とひき算
１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28  

第８回 垂
すい

直
ちょく

と平行
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 図形の性
せい

質
しつ

１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36  

第10回 量と測
そく

定
てい

１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40  

第11回 百
ひゃく

分
ぶん

率
りつ

・歩
ぶ

合
あい

１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44  

第12回 濃
こ

さ
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48  

第13回 割
わり

合
あい

のグラフ
１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する………………52，53  

第14回 速さの問題など
１　知識を広げる………………54  
２　観察する……………………55  
３　発見する………………56，57
４　飛躍する………………58，59  

第15回 速さなどのグラフ
１　知識を広げる………………60  
２　観察する……………………61  
３　発見する………………62，63 
４　飛躍する………………64，65   

第16回 規
き

則
そく

性
せい

を発見する
１　知識を広げる………………66  
２　観察する……………………67  
３　発見する………………68，69
４　飛躍する………………70，71 

★ ★ ★ ★ ★ 目　　次　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解答にいたりつ

くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。

したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに

よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく

むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」は，問題に答えるため

のいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような構成で成り立っています。

１　知識を広げる

新しい知識を学ぶことを通して，算数の世界を広げることを目的としています。

２　観察する

１で学んだ知識をもとに，与えられた条件を利用して，問題を解く考え方を学びます。

３　発見する

問題を解くために，設問の中にかくれている条件を発見することを目的としています。

４　飛
ひ

躍
やく

する

あたえられた条件をいろいろな角度から見て，１から３で学んだことを活用しながら，問題を解

くやわらかな思考力を育てることを目的とします。

第１回 約数と最大公約数
１　知識を広げる………………１
２　観察する……………………２
３　発見する……………………３
４　飛躍する……………………４

第２回 倍数と最小公倍数
１　知識を広げる………………５
２　観察する……………………６
３　発見する……………………７
４　飛躍する……………………８

第３回 倍分・約分・通分など
１　知識を広げる………………９
２　観察する……………………10  
３　発見する……………………11  
４　飛躍する……………………12  

第４回 分数のかけ算
１　知識を広げる………………13  
２　観察する……………………14  
３　発見する……………………15  
４　飛躍する……………………16  

第５回 分数のわり算
１　知識を広げる………………17  
２　観察する……………………18  
３　発見する……………………19  
４　飛躍する……………………20  

第６回 分母がちがう分数のたし算とひき算
１　知識を広げる………………21  
２　観察する……………………22  
３　発見する……………………23  
４　飛躍する……………………24  

第７回 平均
１　知識を広げる………………25  
２　観察する……………………26  
３　発見する……………………27  
４　飛躍する……………………28  

第８回 いろいろな立体の体積
１　知識を広げる………………29  
２　観察する……………………30  
３　発見する……………………31  
４　飛躍する……………………32  

第９回 立体に関する問題
１　知識を広げる………………33  
２　観察する……………………34  
３　発見する……………………35  
４　飛躍する……………………36  

第10回 割合・比
１　知識を広げる………………37  
２　観察する……………………38  
３　発見する……………………39  
４　飛躍する……………………40  

第11回 比と図形
１　知識を広げる………………41  
２　観察する……………………42  
３　発見する……………………43  
４　飛躍する……………………44  

第12回 いろいろな問題
１　知識を広げる………………45  
２　観察する……………………46  
３　発見する……………………47  
４　飛躍する……………………48  

第13回 体積とグラフ
１　知識を広げる………………49  
２　観察する……………………50  
３　発見する……………………51  
４　飛躍する………………52，53  

第14回 点の移動
１　知識を広げる………………54  
２　観察する……………………55  
３　発見する………………56，57  
４　飛躍する………………58，59  

第15回 いろいろな場合を考える
１　知識を広げる………………60  
２　観察する……………………61  
３　発見する………………62，63 
４　飛躍する………………64，65  

第16回 推
すい

理
り

する問題など
１　知識を広げる………………66  
２　観察する……………………67  
３　発見する………………68，69
４　飛躍する………………70，71

★ ★ ★ ★ ★ 目　　次　★ ★ ★ ★ ★

成長する思考力 算数バージョン5級
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解答にいたりつ
くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。
したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに
よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく
むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」を見るのは，問題に答
えるためのいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような構成で成り立っています。

１　規則性を発見する
算数を学習する楽しさのひとつは，問題にかくれている規則性を発見することです。ここでは，
特にこの規則性の発見を目的に学習します。

２　すじ道をたてて考える
算数や数学を学ぶ上でいちばん大切なのは，「すじ道をたてて考える」ということです。ここで
は，数字が入っていない問題なども学習し，思考力を高める学習をします。

３　概
がい

念
ねん

の利用
いろいろなつながりをひとつにまとめ表した言葉を「概念」といいます。わたしたちの身のまわ
りで使われる約束事のような言葉です。算数で使う言葉には「合わせる」「引く」などがありま
す。ここではいろいろな「概念」について学びます。

４　図を見て考える
ここでは，推

すい

察
さつ

力
りょく

をともなう思考を養うことを目的としています。いろいろな角度から見て考
える自由な発想を育てます。

第１回　

１　規則性を発見する ：方
ほう

陣
じん

・三角陣………………………１

２　すじ道をたてて考える ：推理する１…………………………２

３　概念の利用 ：四捨五入を考える…………………３

４　図を見て考える ：平面図形の問題……………………４

第２回　

１　規則性を発見する ：さいころ……………………………５

２　すじ道をたてて考える ：推理する２…………………………６

３　概念の利用 ：整数の性質と約束を表す記号……７

４　図を見て考える ：三角形に関する問題………………８

第３回　

１　規則性を発見する ：カレンダー…………………………９

２　すじ道をたてて考える ：推理する３…………………………10  

３　概念の利用 ：和と差の問題………………………11  

４　図を見て考える ：平面図形の問題……………………12  

第４回　

１　規則性を発見する ：表……………………………………13  

２　すじ道をたてて考える ：論理があっているかどうかを確かめる14  

３　概念の利用 ：速度…………………………………15  

４　図を見て考える ：平面図形と面積……………………16  

第５回　

１　規則性を発見する ：整数の性質に関する問題１………17  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる１…………………………18  

３　概念の利用 ：濃
のう

度
ど

…………………………………19  

４　図を見て考える ：いろいろな平面図形………………20  

第６回　

１　規則性を発見する ：整数の性質に関する問題２………21  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる２…………………………22  

３　概念の利用 ：割合の問題…………………………23  

４　図を見て考える　　　　：立体図形と展開図など……………24  

第７回　

１　規則性を発見する ：いろいろな問題……………………25  

２　すじ道をたてて考える ：集合１………………………………26  

３　概念の利用 ：平均…………………………………27  

４　図を見て考える　　　　：立体図形の求積１…………………28  

第８回　

１　規則性を発見する ：あまり………………………………29  

２　すじ道をたてて考える ：集合２………………………………30  

３　概念の利用 ：比・比例……………………………31  

４　図を見て考える ：立体図形の求積２…………………32  

第９回　

１　規則性を発見する ：分数に関する問題…………………33  

２　すじ道をたてて考える ：集合３………………………………34  

３　概念の利用 ：割合１………………………………35  

４　図を見て考える ：立体図形の求積３…………………36   

第10回　

１　規則性を発見する ：数列に関する問題１………………37  

２　すじ道をたてて考える ：立体１………………………………38  

３　概念の利用 ：割合２………………………………39  

４　図を見て考える ：移動と距
きょ

離
り

…………………………40  

第11回　

１　規則性を発見する ：ならべかた…………………………41  

２　すじ道をたてて考える ：立体２………………………………42  

３　概念の利用 ：割合３………………………………43  

４　図を見て考える ：量の変化とグラフ…………………44  

第12回　

１　規則性を発見する ：約束記号あるいはｎ進法…………45  

２　すじ道をたてて考える ：立体３………………………………46  

３　概念の利用 ：組み合わせ…………………………47  

４　図を見て考える ：点の移動とグラフ…………………48   

第13回　

１　規則性を発見する ：数列に関する問題２………………49  

２　すじ道をたてて考える ：推理する４…………………………50  

３　概念の利用 ：混合１………………………………51  

４　図を見て考える ：平面図形のいろいろな問題…52，53  

第14回　

１　規則性を発見する ：「数と式」から１…………………54  

２　すじ道をたてて考える ：予想して答える……………………55  

３　概念の利用 ：合計……………………………56，57  

４　図を見て考える ：図形のいろいろな問題………58，59  

第15回　

１　規則性を発見する ：「数と式」から２…………………60  

２　すじ道をたてて考える ：集合４………………………………61  

３　概念の利用 ：混合２…………………………62，63 

４　図を見て考える ：図形・グラフのいろいろな問題 64，65  

第16回　

１　規則性を発見する ：約束記号・数列・方陣……………66  

２　すじ道をたてて考える ：発言・文の読解……………………67  

３　概念の利用 ：速さ・濃
こ

さ・比………………68，69 

４　図を見て考える ：図形の体積・移動・比………70，71 

★ ★ ★ ★ ★ 目　　次　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解答にいたりつ
くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。
したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに
よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく
むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」を見るのは，問題に答
えるためのいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような構成で成り立っています。

１　規則性を発見する
算数を学習する楽しさのひとつは，問題にかくれている規則性を発見することです。ここでは，
特にこの規則性の発見を目的に学習します。

２　すじ道をたてて考える
算数や数学を学ぶ上でいちばん大切なのは，「すじ道をたてて考える」ということです。ここで
は，数字が入っていない問題なども学習し，思考力を高める学習をします。

３　概
がい

念
ねん

の利用
いろいろなつながりをひとつにまとめ表した言葉を「概念」といいます。わたしたちの身のまわ
りで使われる約束事のような言葉です。算数で使う言葉には「合わせる」「引く」などがありま
す。ここではいろいろな「概念」について学びます。

４　図を見て考える
ここでは，推

すい

察
さつ

力
りょく

をともなう思考を養うことを目的としています。いろいろな角度から見て考
える自由な発想を育てます。

第１回　

１　規則性を発見する ：方
ほう

陣
じん

・三角陣………………………１

２　すじ道をたてて考える ：範
はん

囲
い

・推理…………………………２

３　概念の利用 ：商・小数点・範囲…………………３

４　図を見て考える ：平面図形の性質……………………４

第２回　

１　規則性を発見する ：さいころ……………………………５

２　すじ道をたてて考える ：条件を読みとる……………………６

３　概念の利用 ：あまり・約束記号…………………７

４　図を見て考える ：平面図形の長さ・面積……………８

第３回　

１　規則性を発見する ：カレンダー…………………………９

２　すじ道をたてて考える ：平均・推理…………………………10  

３　概念の利用 ：平均１………………………………11 

４　図を見て考える ：平面図形と角度……………………12  

第４回　

１　規則性を発見する ：表……………………………………13  

２　すじ道をたてて考える ：適切でないものをみつけ出す……14  

３　概念の利用 ：速さ・割合…………………………15 

４　図を見て考える ：図形における用語…………………16  

第５回　

１　規則性を発見する ：倍数…………………………………17  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる１…………………………18  

３　概念の利用 ：濃
のう

度
ど

・ふくまれている量…………19 

４　図を見て考える ：面積比・折り目……………………20  

第６回　

１　規則性を発見する ：整数の性質…………………………21  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる２…………………………22  

３　概念の利用 ：仕事…………………………………23 

４　図を見て考える ：立体図形と展
てん

開
かい

図
ず

…………………24  

第７回　

１　規則性を発見する ：数一
いっ

般
ぱん

………………………………25  

２　すじ道をたてて考える ：順序よく解く………………………26  

３　概念の利用 ：平均２………………………………27 

４　図を見て考える ：立体図形の体積……………………28  

第８回　

１　規則性を発見する ：あまり・曜日………………………29  

２　すじ道をたてて考える ：集合…………………………………30  

３　概念の利用 ：割合１………………………………31 

４　図を見て考える ：図形・グラフを利用………………32  

第９回　

１　規則性を発見する ：分数・小数…………………………33  

２　すじ道をたてて考える ：平均・さいころのグラフ…………34  

３　概念の利用 ：割合２………………………………35 

４　図を見て考える ：いろいろな角度から立体を見る…36  

第10回　

１　規則性を発見する ：数列…………………………………37  

２　すじ道をたてて考える ：立体１………………………………38  

３　概念の利用 ：比べる………………………………39 

４　図を見て考える ：点の移動……………………………40   

第11回　

１　規則性を発見する ：ならべかた…………………………41  

２　すじ道をたてて考える ：立体２………………………………42 

３　概念の利用 ：個数・濃
こ

さ・回転…………………43 

４　図を見て考える ：量の変化とグラフ…………………44  

第12回　

１　規則性を発見する ：ｎ進法あるいは演算記号…………45  

２　すじ道をたてて考える ：展開図１……………………………46  

３　概念の利用 ：場合の数……………………………47 

４　図を見て考える ：点の移動とグラフ…………………48   

第13回　

１　規則性を発見する ：関係を読みとる……………………49  

２　すじ道をたてて考える ：仮定してみる………………………50  

３　概念の利用 ：条件を読みとる……………………51 

４　図を見て考える ：混合１…………………………52，53   

第14回　

１　規則性を発見する ：魔
ま

法
ほう

陣
じん

・さいころ…………………54  

２　すじ道をたてて考える ：推測する……………………………55  

３　概念の利用 ：関係を考える…………………56，57 

４　図を見て考える ：グラフ…………………………58，59  

第15回　

１　規則性を発見する ：関係から発見する１………………60  

２　すじ道をたてて考える ：割合で考える………………………61  

３　概念の利用 ：いろいろな問題………………62，63 

４　図を見て考える ：混合２…………………………64，65  

第16回　

１　規則性を発見する ：関係から発見する２………………66  

２　すじ道をたてて考える ：展開図２……………………………67  

３　概念の利用 ：距
きょ

離
り

……………………………68，69 

４　図を見て考える ：混合３…………………………70，71  

★ ★ ★ ★ ★ 目　　次　★ ★ ★ ★ ★
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解答にいたりつ
くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。
したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに
よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく
むことです。時間がかかっても自分でやりぬくことです。「解答」や「解き方」を見るのは，問題に答
えるためのいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような構成で成り立っています。

１　規則性を発見する
算数を学習する楽しさのひとつは，問題にかくれている規則性を発見することです。ここでは，
特にこの規則性の発見を目的に学習します。

２　すじ道をたてて考える
算数や数学を学ぶ上でいちばん大切なのは，「すじ道をたてて考える」ということです。ここで
は，数字が入っていない問題なども学習し，思考力を高める学習をします。

３　概
がい

念
ねん

の利用
いろいろなつながりをひとつにまとめ表した言葉を「概念」といいます。わたしたちの身のまわ
りで使われる約束事のような言葉です。算数で使う言葉には「合わせる」「引く」などがありま
す。ここではいろいろな「概念」について学びます。

４　図を見て考える
ここでは，推

すい

察
さつ

力
りょく

をともなう思考を養うことを目的としています。いろいろな角度から見て考
える自由な発想を育てます。

第１回　

１　規則性を発見する ：方
ほう

陣
じん

など……………………………１

２　すじ道をたてて考える ：見積もる１…………………………２

３　概念の利用 ：論
ろん

理
り

的
てき

に考える……………………３　

４　図を見て考える ：平面図形の性質……………………４

第２回　

１　規則性を発見する ：カード・さいころ…………………５

２　すじ道をたてて考える ：条件から考える……………………６

３　概念の利用 ：組み合わせ…………………………７　

４　図を見て考える ：平面図形の長さと面積……………８

第３回　

１　規則性を発見する ：ならべかた・カレンダー…………９

２　すじ道をたてて考える ：推理する１…………………………10

３　概念の利用 ：比
ひ

較
かく

（平均・大小関係）…………11  

４　図を見て考える ：平面図形の角度など………………12  

第４回　

１　規則性を発見する ：表……………………………………13  

２　すじ道をたてて考える ：推理する２…………………………14  

３　概念の利用 ：速さ…………………………………15

４　図を見て考える ：平面図形と面積……………………16  

第５回　

１　規則性を発見する ：倍数…………………………………17  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる２…………………………18  

３　概念の利用 ：濃
のう

度
ど

・ふくまれている量…………19

４　図を見て考える ：図形の移動…………………………20  

第６回　

１　規則性を発見する ：整数の積……………………………21  

２　すじ道をたてて考える ：およその数…………………………22  

３　概念の利用 ：割合１………………………………23

４　図を見て考える ：立体図形と展
てん

開
かい

図
ず

…………………24  

第７回　

１　規則性を発見する ：数一
いっ

般
ぱん

………………………………25  

２　すじ道をたてて考える ：集合…………………………………26  

３　概念の利用 ：平均…………………………………27

４　図を見て考える ：立体図形と体積……………………28  

第８回　

１　規則性を発見する ：あまり………………………………29  

２　すじ道をたてて考える ：推理する３…………………………30  

３　概念の利用 ：比……………………………………31

４　図を見て考える ：いろいろな立体……………………32  

第９回　

１　規則性を発見する ：分数・小数…………………………33  

２　すじ道をたてて考える ：分けて考える………………………34 

３　概念の利用 ：割合・速さ…………………………35

４　図を見て考える ：いろいろな角度から立体を見る…36  

第10回　

１　規則性を発見する ：数列…………………………………37  

２　すじ道をたてて考える ：立体１………………………………38  

３　概念の利用 ：割合２………………………………39

４　図を見て考える ：移動と距
きょ

離
り

…………………………40   

第11回　

１　規則性を発見する ：ならべかた…………………………41  

２　すじ道をたてて考える ：立体２………………………………42  

３　概念の利用 ：割合３………………………………43

４　図を見て考える ：量の変化とグラフ…………………44  

第12回　

１　規則性を発見する ：ｎ進法あるいは約束記号…………45  

２　すじ道をたてて考える ：立体３………………………………46  

３　概念の利用 ：場合の数……………………………47

４　図を見て考える ：点の移動とグラフ…………………48  

第13回　

１　規則性を発見する ：「数と式」から……………………49

２　すじ道をたてて考える ：推理する４…………………………50  

３　概念の利用 ：いろいろな概念……………………51

４　図を見て考える ：求積……………………………52，53  

第14回　

１　規則性を発見する ：条件を読みとる……………………54  

２　すじ道をたてて考える ：推理する５…………………………55  

３　概念の利用 ：割合４…………………………56，57

４　図を見て考える ：図形のいろいろな問題………58，59  

第15回　

１　規則性を発見する ：関係から発見する…………………60  

２　すじ道をたてて考える ：割合・表……………………………61  

３　概念の利用 ：速さ・割合……………………62，63

４　図を見て考える ：混合１…………………………64，65  

第16回　

１　規則性を発見する ：混合…………………………………66  

２　すじ道をたてて考える ：混合…………………………………67  

３　概念の利用 ：混合……………………………68，69

４　図を見て考える ：混合２…………………………70，71
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〈学習するみなさんへ〉
●この教材で学習する目的
この教材では，問題文を読んで，「何を答えることが求められているのか」を分

ぶん

析
せき

し，解答にいたりつ
くには「どうすればよいのか」を考える学習をします。
したがって，この教材には計算練習のための問題はありません。

●いくつかの注
この教材を使用するにあたって，大切なことがらが２つあります。ひとつは，自分で考え，解くことに
よって学習する「楽しさ」を発見することです。もうひとつは正しい答えを得るまでねばり強くとりく
むことです。時間がかかっても自分でやり抜

ぬ

くことです。「解答」や「解き方」を見るのは，問題に答
えるためのいちばん最後の方法です。そのときは，「考えるヒント」として活用しましょう。

●学習のねらい
この教材は，１回分が次のような構成で成り立っています。

１　規則性を発見する
算数を学習する楽しさのひとつは，問題にかくれている規則性を発見することです。ここでは，
特にこの規則性の発見を目的に学習します。

２　すじ道をたてて考える
算数や数学を学ぶ上でいちばん大切なのは，「すじ道をたてて考える」ということです。ここで
は，数字が入っていない問題なども学習し，思考力を高める学習をします。

３　概
がい

念
ねん

の利用
いろいろなつながりをひとつにまとめ表した言葉を「概念」といいます。わたしたちの身のまわ
りで使われる約束事のような言葉です。算数で使う言葉には「合わせる」「引く」などがありま
す。ここではいろいろな「概念」について学びます。

４　図を見て考える
ここでは，推

すい

察
さつ

力
りょく

をともなう思考を養うことを目的としています。いろいろな角度から見て考
える自由な発想を育てます。

第１回　

１　規則性を発見する ：条件を読みとる……………………１

２　すじ道をたてて考える ：論
ろん

理
り

の利用１………………………２

３　概念の利用 ：概
がい

数
すう

・比……………………………３　

４　図を見て考える ：折る…………………………………４

第２回　

１　規則性を発見する ：条件から発見する…………………５

２　すじ道をたてて考える ：図を読む……………………………６

３　概念の利用 ：条件のある計算……………………７　

４　図を見て考える ：平面図形と長さ……………………８

第３回　

１　規則性を発見する ：カレンダー・カード………………９

２　すじ道をたてて考える ：道のり・図形………………………10  

３　概念の利用 ：いろいろな概念１…………………11

４　図を見て考える ：平面図形と角度……………………12  

第４回　

１　規則性を発見する ：関係を読みとる……………………13  

２　すじ道をたてて考える ：時
じ

刻
こく

・順番…………………………14  

３　概念の利用 ：時計・道のり………………………15

４　図を見て考える ：図形の移動・面積…………………16  

第５回　

１　規則性を発見する ：カレンダー・きまりの発見………17  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる１…………………………18  

３　概念の利用 ：いろいろな概念２…………………19

４　図を見て考える ：重なった図形………………………20  

第６回

１　規則性を発見する ：約数…………………………………21  

２　すじ道をたてて考える ：見積もる２…………………………22 

３　概念の利用 ：仕事…………………………………23

４　図を見て考える ：いろいろな立体図形………………24  

第７回　

１　規則性を発見する ：数一
いっ

般
ぱん

………………………………25  

２　すじ道をたてて考える ：集合１………………………………26  

３　概念の利用 ：平均…………………………………27

４　図を見て考える ：空間…………………………………28  

第８回　

１　規則性を発見する ：あまり………………………………29  

２　すじ道をたてて考える ：集合２………………………………30  

３　概念の利用 ：速さ・割合…………………………31

４　図を見て考える ：立体図形と表面積…………………32  

第９回　

１　規則性を発見する ：きまりの発見１……………………33  

２　すじ道をたてて考える ：集合３………………………………34  

３　概念の利用 ：比……………………………………35

４　図を見て考える ：立体の組み合わせ…………………36  

第10回　

１　規則性を発見する ：数列…………………………………37  

２　すじ道をたてて考える ：容積…………………………………38  

３　概念の利用 ：割合１………………………………39

４　図を見て考える ：移動と距
きょ

離
り

…………………………40  

第11回　

１　規則性を発見する ：ならべかた…………………………41  

２　すじ道をたてて考える ：立体…………………………………42  

３　概念の利用 ：割合２………………………………43

４　図を見て考える ：量の変化とグラフ…………………44   

第12回　

１　規則性を発見する ：きまりの発見２……………………45  

２　すじ道をたてて考える ：容積・立体の組み合わせ…………46  

３　概念の利用 ：いろいろな概念３…………………47

４　図を見て考える ：点の移動とグラフ…………………48  

第13回　

１　規則性を発見する ：規則性を利用した計算１…………49

２　すじ道をたてて考える ：論理の利用２………………………50  

３　概念の利用 ：いろいろな概念４…………………51

４　図を見て考える ：いろいろな図形………………52，53  

第14回　

１　規則性を発見する ：時計・場合の数……………………54  

２　すじ道をたてて考える ：論理の利用３………………………55  

３　概念の利用 ：いろいろな概念５……………56，57

４　図を見て考える ：空間・平面図形………………58，59  

第15回　

１　規則性を発見する ：規則性を利用した計算２…………60  

２　すじ道をたてて考える ：表・場合の数………………………61  

３　概念の利用 ：いろいろな概念６……………62，63

４　図を見て考える ：図の形・グラフ………………64，65  

第16回　

１　規則性を発見する ：混合…………………………………66  

２　すじ道をたてて考える ：混合…………………………………67  

３　概念の利用 ：混合……………………………68，69

４　図を見て考える ：混合……………………………70，71 
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48

か ん じ  

に  ほ ん ご 

め 

ひ と  ふ う  け い 

か ず  

き  

つ か  

つ か  

が く  し ゅ う  

こ う  せ い 

ほ ん ま な  て き  み  
し ゅ ほ う  も ち  よ 

ま  ち が  

ひ つ こ た  あ  

か た  

よ う  

い ひ ろ み  ち  し き  え  

か  あ い ぶ ん し ょ う  

さ い だ い も く  ひ ょ う  

な  た  

ち ゅ う  し ん へ ん し ゅ う  

か た ち  あ た ま  

が く  し ゅ う  く だ  

な ら  じ  も  ひ と  

こ う  せ い 

ぶ し ゅ ぶ ん る い 

ひ つ じ ゅ ん か い み  

れ ん し ゅ う  

げ ん そ く  

　 　 　 　 　 　 　
も く じ 

　 　 　 　 　 　 イ メ ー ジ か ら か ん じ を ま な ぼ う  

　 　 　 　 　 　 イ メ ー ジ か ら こ と ば を ま な ぼ う  
 

目 に う つ る し ぜ ん目 に う つ る し ぜ ん  

1  山  … … … … …  1  4
3 天  … … … … …  85  

2  川  … … … … …  3  4
4 文  … … … … …  87  

3  水  … … … … …  5  4
5 手  … … … … …  89  

4  火  … … … … …  7  4
6 力  … … … … …  91 

5  雨  … … … … …  9  4
7 左  … … … … …  93  

6  石  … … … … …  11 4
8 足  … … … … …  95  

7  土  … … … … …  13 4
9 先  … … … … …  97  

8  金  … … … … …  15 5
0 出  … … … … …  99  

9  日  … … … … …  17 5
1 正  … … … … …  10
1

 

1
0 早  … … … … …  19 5
2 立  … … … … …  10
3

 

1
1 白  … … … … …  21 5
3 赤  … … … … …  10
5

 

1
2 月  … … … … …  23 5
4 目  … … … … …  10
7

 

1
3 夕  … … … … …  25 5
5 見  … … … … …  10
9

 
1
4 木  … … … … …  27 5
6 口  … … … … …  11
1

 
1
5 林  … … … … …  29 5
7 名  … … … … …  11
3 

 

1
6 森  … … … … …  31 5
8 右  … … … … …  11
5

 

1
7 村  … … … … …  33 5
9 耳  … … … … …  11
7

 

1
8 校  … … … … …  35 6
0 音  … … … … …  11
9

 

1
9 本  … … … … …  37 

2
0 草  … … … … …  39 も の の か た ちも の の か た ち  

2
1 花  … … … … …  41 6
1 王  … … … … …  12
1

 

2
2 青  … … … … …  43 6
2 玉  … … … … …  12
3

 

2
3 竹  … … … … …  45 6
3 車  … … … … …  12
5

 

2
4 虫  … … … … …  47 6
4 糸  … … … … …  12
7

 

2
5 犬  … … … … …  49 

2
6 貝  … … … … …  51 い ち を あ ら わ すい ち を あ ら わ す  

2
7 円  … … … … …  53 6
5 上  … … … … …  12
9

 

2
8 空  … … … … …  55 6
6 下  … … … … …  13
1

 

2
9 気  … … … … …  57 6
7 中  … … … … …  13
3

 

 

人 が つ く っ た 風 景人 が つ く っ た 風 景  お お き さ を あ ら わ すお お き さ を あ ら わ す  

3
0 入  … … … … …  59 6
8 小  … … … … …  13
5

 

3
1 田  … … … … …  61 

3
2 町  … … … … …  63 数 の い ろ い ろ数 の い ろ い ろ  

  6
9 一  … … … … …  13
7

 

人 の す が た人 の す が た  7
0 二  … … … … …  13
9

 

3
3 年  … … … … …  65 7
1 三  … … … … …  14
1

 

3
4 生  … … … … …  67 7
2 四  … … … … …  14
3

 

3
5 人  … … … … …  69 7
3 五  … … … … …  14
5

 

3
6 休  … … … … …  71 7
4 六  … … … … …  14
7

 

3
7 男  … … … … …  73 7
5 七  … … … … …  14
9

 

3
8 女  … … … … …  75 7
6 八  … … … … …  15
1

 

3
9 子  … … … … …  77 7
7 九  … … … … …  15
3

 

4
0 学  … … … … …  79 7
8 十  … … … … …  15
5

 

4
1 字  … … … … …  81 7
9 千  … … … … …  15
7

 

4
2 大  … … … … …  83 8
0 百  … … … … …  15
9  

 

 

 

　 こ の ド リ ル は 、 〈 漢 字 〉 を お ぼ え る だ け の ド

リ ル で は あ り ま せ ん 。 日 本 語 と し て の 〈 漢 字 〉

を 、 こ と ば と し て 使 え る よ う に な る た め の も

の で す 。 

　 こ と ば を 学 ぶ も っ と も 基 本 的 な 身 に つ け

方 で あ る 読 み な が ら  《 な ぞ る 》 手 法 を 用 い た

ド リ ル で す 。 し た が っ て 、 間 違 っ て い る か い

な い か 、 「 答 え 合 わ せ 」 を す る 必 要 は あ り ま せ

ん 。 む し ろ 、 こ と ば と し て の 〈 漢 字 〉 か ら 、 よ り

広 い 意 味 や 知 識 を 得 る こ と に よ っ て 、 漢 字 を

愛 し 、 漢 字 を 使 っ た 文 章 が 書 き た く な る こ と

を 、 最 大 の 目 標 と し て い ま す 。 そ の た め に 、 こ

の ド リ ル は 、 一 つ ひ と つ の 漢 字 の 成 り 立 ち や

漢 字 の も つ 意 味 を 中 心 に 、 編 集 さ れ て い ま

す 。 〈 漢 字 〉 の 形 や 使 い 方 、 成 り 立 ち を 、 頭 に え

が き な が ら 、 学 習 し て 下 さ い 。 

 

 

１ 　 小 学 一 年 生 で 習 う 漢 字 八 十 字 の 一 文 字

ず つ が 、 部 首 と 成 り 立 ち に よ っ て 分 類 さ れ 、

一 文 字 二 ペ ー ジ 構 成 に な っ て い ま す 。 

２ 　 一 ペ ー ジ 目 は 、 そ の 回 の 漢 字 を 筆 順 を 見

て 書 く 練 習 と 漢 字 の 形 や 意 味 と な か ま を

学 び ま す 。 

　 　 二 ペ ー ジ 目 は 、 そ の 回 の 漢 字 の い ろ い ろ

な 使 い 方 を 学 び ま す 。 

３ 　 原 則 と し て 、 大 き い □ に は 漢 字 、 小 さ い

□ に は ひ ら が な を な ぞ る よ う に な っ て い

ま す 。 

【 構 　 成 】【 構 　 成 】 

「 い き る こ と ば の 使 い 方 」「 い き る こ と ば の 使 い 方 」 

〈 学 習 す る み な さ ん へ 〉〈 学 習 す る み な さ ん へ 〉 
い き る こ と ば 1 （ 小 学 一 年 生 用 ）  



１
の
１
 

イ メ ー ジ か ら  
　 か ん じ を ま な ぼ う  

☆ 目 に う つ る し ぜ ん ☆  

 

な
 ま
 え
 

め

山

学 習 日 　 　 月 　 　 日 　 　 　 　 学 習 時 間 　 　 　  分  
が く  び  し ゅ う  が く  じ  か ん  ふ ん  し ゅ う  が つ  に ち  

こ れ は  と か き ま す 。  

「 山 」「 山 」 の な か ま を か ん が え よ う 。の な か ま を か ん が え よ う 。  

と よ み ま す 。  

は 山 の よ う に 大 き な 石 の こ と で す 。  

は  だ ら け の 山 を い い ま す 。  

や  で す 。  ま  

や  ま  山  

岩  

い  わ  

岩  岩  山  

や ま  

は 山 の 木 を む し や き に し た も の で す 。  

で 暖 ま っ た ん だ よ 。  

炭  

す  み  

炭  

は 山 で お き る 火 事 の こ  

と で す 。 木 や 草 は 炭 や 灰 に な り 、 逃 げ お く れ た 動  

山  火  事  

や  ま  か  じ  

で 焼 か れ て 死 ん で し  物 も  山  火  事  

ま い ま す 。  

昔 は  

お お  

い わ  

い し  

き  

む か し  

か  じ  

く さ  す み  は い  に  ど う  

や  し  ぶ つ  

あ た た  

49

－
1
－



１
の
２
 

な
 ま
 え
 

山

イ メ ー ジ か ら  
　 こ と ば を ま な ぼ う  

学 習 日 　 　 月 　 　 日 　 　 　 　 学 習 時 間 　 　 　  分  
が く  び  し ゅ う  が く  じ  か ん  ふ ん  し ゅ う  が つ  に ち  

ど ん な ふ う に つ か う の か な 。ど ん な ふ う に つ か う の か な 。  

お 皿 の 上 に は  

畑 で は 真 っ 赤 な イ チ ゴ が い っ ぱ い 取 れ ま し た 。  も  り  山  
も  り  や  ま  の イ チ ゴ が の っ て い ま す 。  

は 危 険 が い っ ぱ い で す 。  冬 の  

登  山  

は 外 国 で も 姿 が 美 し い の で 有 名 で す 。  で す 。  

富  士  山  

富  士  山  

登  

山 を 登 る こ と を  と い い ま す 。  と  ざ  ん  

山  

山  は 日 本 一 高 い  ふ  じ  さ  ん  

を め ざ し て 、 あ せ を ふ き ふ き  

を の ぼ り ま し た 。  道  山  

さ  ん  ち  ょ  う  や  ま  

み  ち  

と い い ま す 。 日 本 で は ア ル プ ス  が 有 名 で す 。  

山  脈  く  山 が 続 い て い る の を  さ  ん  み  ゃ  

山  脈  

「 山 の ぼ り 」「 山 の ぼ り 」 を イ メ ー ジ し よ う 。を イ メ ー ジ し よ う 。  

山  頂  

う え  さ ら  

は た け  ま  か  と  
き  け ん  ふ ゆ  

つ づ  

に  ほ ん  ゆ う  め い  

の ぼ  

い ち  に っ  ぽ ん  た か  

す が た  が い  こ く  う つ く  

50
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か ん じ  

に  ほ ん ご 

き  

つ か  

つ か  

こ う  せ い 

ほ ん ま な  て き  み  
し ゅ ほ う  も ち  よ 

ま  ち が  

ひ つ よ う  

い ひ ろ み  ち  し き  え  

か  あ い ぶ ん し ょ う  

さ い だ い も く  ひ ょ う  

な  た  

ち ゅ う  し ん へ ん し ゅ う  

か た ち  あ た ま  

が く  し ゅ う  く だ  

な ら  

じ  も  

ひ と  

ぶ し ゅ ぶ ん る い 

こ う  せ い 

ひ つ じ ゅ ん か い み  

れ ん し ゅ う  

げ ん 

え ら  

そ く  

　 　 　 　 　 　 　
も く じ 

　 　 　 　 　 　 イ メ ー ジ か ら 漢 字 を 学 ぼ う  

　 　 　 　 　 　 イ メ ー ジ か ら こ と ば を 学 ぼ う  

 

 

 

 

　 こ の ド リ ル は 、 〈 漢 字 〉 を お ぼ え る だ け の ド

リ ル で は あ り ま せ ん 。 日 本 語 と し て の 〈 漢 字 〉

を 、 こ と ば と し て 使 え る よ う に な る た め の も

の で す 。 

　 こ と ば を 学 ぶ も っ と も 基 本 的 な 身 に つ け

方 で あ る 読 み な が ら  《 な ぞ る 》 手 法 を 用 い た

ド リ ル で す 。 し た が っ て 、 間 違 っ て い る か い

な い か 、 「 答 え 合 わ せ 」 を す る 必 要 は あ り ま せ

ん 。 む し ろ 、 こ と ば と し て の 〈 漢 字 〉 か ら 、 よ り

広 い 意 味 や 知 識 を 得 る こ と に よ っ て 、 漢 字 を

愛 し 、 漢 字 を 使 っ た 文 章 が 書 き た く な る こ と

を 、 最 大 の 目 標 と し て い ま す 。 そ の た め に 、 こ

の ド リ ル は 、 一 つ ひ と つ の 漢 字 の 成 り 立 ち や

漢 字 の も つ 意 味 を 中 心 に 、 編 集 さ れ て い ま

す 。 〈 漢 字 〉 の 形 や 使 い 方 、 成 り 立 ち を 、 頭 に え

が き な が ら 、 学 習 し て 下 さ い 。 

 

 

１ 　 小 学 二 年 生 で 習 う 漢 字 百 六 十 字 の う ち

半 分 の 八 十 字 が 入 っ て い ま す 。 そ れ ら の 一

文 字 ず つ が 、 部 首 と 成 り 立 ち に よ っ て 分 類

さ れ 、 一 文 字 二 ペ ー ジ 構 成 に な っ て い ま す 。 

２ 　 一 ペ ー ジ 目 は 、 そ の 回 の 漢 字 を 筆 順 を 見

て 書 く 練 習 を し ま す 。 さ ら に 漢 字 の 成 り 立

ち や 意 味 を 見 な が ら 、 な か ま の こ と ば を 学

び ま す 。 

　 　 二 ペ ー ジ 目 は 、 そ の 回 の 漢 字 の い ろ い ろ

な 使 い 方 を 学 び ま す 。 

３ 　 原 則 と し て 、 大 き い □ に は 漢 字 、 小 さ い

□ に は ひ ら が な を な ぞ る よ う に な っ て い

ま す 。 □ だ け の 漢 字 は 、 □ に 入 れ る こ と ば

の 中 か ら 選 ん で 書 き 入 れ る よ う に な っ て

い ま す 。 

【 構 　 成 】【 構 　 成 】 

「 い き る こ と ば の 使 い 方 」「 い き る こ と ば の 使 い 方 」 

〈 学 習 す る み な さ ん へ 〉〈 学 習 す る み な さ ん へ 〉 

自 然 の な か ま自 然 の な か ま  

1   … … … … …  1  

2   … … … … …  3  

3   … … … … …  5  

4   … … … … …  7  

5   … … … … …  9  

6   … … … … …  1
1 

7   … … … … …  1
3 

8   … … … … …  1
5 

9   … … … … …  1
7 

1
0  … … … … …  1
9 

1
1  … … … … …  2
1 

1
2  … … … … …  2
3 

1
3  … … … … …  2
5 

1
4  … … … … …  2
7 

1
5  … … … … …  2
9
 

 
1
6  … … … … …  3
1 

1
7  … … … … …  3
3 

1
8  … … … … …  3
5 

1
9  … … … … …  3
7 

2
0  … … … … …  3
9 

2
1  … … … … …  4
1
 

 

 

植 物 の な か ま植 物 の な か ま  

2
2  … … … … …  4
3 

2
3  … … … … …  4
5 

 

動 物 の な か ま動 物 の な か ま  

2
4  … … … … …  4
7 

2
5  … … … … …  4
9 

2
6  … … … … …  5
1 

2
7  … … … … …  5
3 

2
8  … … … … …  5
5 

2
9  … … … … …  5
7 

3
0  … … … … …  5
9 

 

季 節 の な か ま季 節 の な か ま  

3
1  … … … … …  6
1 

3
2  … … … … …  6
3 

3
3  … … … … …  6
5 

3
4  … … … … …  6
7 

 

家 族 の な か ま家 族 の な か ま  

3
5  … … … … …  6
9 

3
6  … … … … …  7
1 

3
7  … … … … …  7
3 

3
8  … … … … …  7
5 

3
9  … … … … …  7
7 

4
0  … … … … …  7
9 

4
1  … … … … …  8
1 

人 の な か ま人 の な か ま  

4
2  … … … … …  8
3 

4
3  … … … … …  8
5 

4
4  … … … … …  8
7 

4
5  … … … … …  8
9 

4
6  … … … … …  9
1 

4
7  … … … … …  9
3 

4
8  … … … … …  9
5 

4
9  … … … … …  9
7 

5
0  … … … … …  9
9 

5
1  … … … … …  10
1

 

5
2  … … … … …  10
3 

 

  

こ こ ろ を 表 す こ と ばこ こ ろ を 表 す こ と ば  

5
3  … … … … …  10
5

 

5
4  … … … … …  10
7

 

5
5  … … … … …  10
9 

 

 

学 び を 表 す こ と ば学 び を 表 す こ と ば  

5
6  … … … … …  11
1

 

5
7  … … … … …  11
3 

 

5
8  … … … … …  11
5

 

5
9  … … … … …  11
7

 

6
0  … … … … …  11
9

 

6
1  … … … … …  12
1

 
6
2  … … … … …  12
3

 
6
3  … … … … …  12
5

 

6
4  … … … … …  12
7

 

6
5  … … … … …  12
9

 

6
6  … … … … …  13
1

 

6
7  … … … … …  13
3

 

6
8  … … … … …  13
5

 

6
9  … … … … …  13
7

 

7
0  … … … … …  13
9

 

7
1  … … … … …  14
1

 

7
2  … … … … …  14
3

 

7
3  … … … … …  14
5

 

7
4  … … … … …  14
7

 

7
5  … … … … …  14
9

 

7
6  … … … … …  15
1

 

7
7  … … … … …  15
3

 

7
8  … … … … …  15
5

 

7
9  … … … … …  15
7 

 

 

生 活 の な か ま生 活 の な か ま  

8
0  … … … … …  15
9  

い き る こ と ば 2 （ 小 学 二 年 生 用 前 半 ）  

 

時  

星  

明  

晴  
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汽  
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場  
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番  
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原  

 

 

米  

麦  

 

 

牛  

馬  

鳥  

鳴  

羽  

毛  

魚  

 

 

春  

夏  

秋  

冬  

 

 

親  

姉  

妹  

弟  

父  

母  

兄  

 

今  

会  

何  

友  

自  

体  

頭  

顔  

直  

首  

肉  

 

 

心  

思  

考  

 

 

教  

数  

万  

知  

書  

答  

算  

才  
点  

元  

工  

科  

理  

言  

計  

記  

話  

語  

読  

聞  

歌  

声  

合  

同  

 

 

食  
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の
１
 

な
 ま
 え
 

学 習 日 　 　 月 　 　 日 　 　 　 　 学 習 時 間 　 　 　  分  
が く  び  し ゅ う  が く  じ  か ん  ふ ん  し ゅ う  が つ  に ち  

イ メ ー ジ か ら  
　 漢 字 を 学 ぼ う  

☆ 自 然 の な か ま ☆

時

【 訓 読 み 】  

　 と き  

【 音 読 み 】  

　 ジ  

＊ 「 ひ 」 と 「 う つ り か わ り 」 の 意 味 か ら で き て い ま す 。  

﹇ 部 首 　 ひ へ ん 　 画 数 　 十 画 ﹈  

ち ゅ う じ ゅ ん げ  

よ  せ ん  

じ ゅ ん 

は る  

か さ  に ち  つ く  こ ん  

ま い  に ち  つ  
つ つ  

「 時 」 の な か ま を 考 え よ う 。「 時 」 の な か ま を 考 え よ う 。  

な ん て 読 む の か な 。 線 で む す ぼ う 。な ん て 読 む の か な 。 線 で む す ぼ う 。  

と 書 き ま す 。  

か  

し  

み 重 ね が 今 日 の キ ミ を 作 っ て い る ん だ よ 。  

キ ミ た ち が  

昔  

時  

と  き  を 知 ら せ る 。  
一 ヶ 月 を 三 つ に 分 け て  

日 に ち を 十 日 ご と に ひ と ま と め に し て 包 ん で い る ん だ よ 。  

上  旬  ょ  じ  う  

中 旬 、 下 旬 と い う ん だ 。  

じ  ゅ  ん  

桜  鯛  が 出 ま わ る と 春 だ 。  

っ て い う の は い つ ご ろ か な 。 毎 日 の 積  む  か  し  

、  

っ  は  さ  く  

み の  な つ  

八  朔  は 、 夏 に 実 る 。  り  く  

ひ ろ  あ き  

ふ ゆ  

栗  拾 い だ 。  い  だ  こ  ん  

大  根  は お い し い よ 。  

秋 は 、  

冬 の  ら  く  さ  だ  い  

い み 

ぶ  し ゅ  か く  す う  く ん  よ  

お ん  よ  

52
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な
 ま
 え
 

学 習 日 　 　 月 　 　 日 　 　 　 　 学 習 時 間 　 　 　  分  
が く  び  し ゅ う  が く  じ  か ん  ふ ん  し ゅ う  が つ  に ち  

1
の
２
 

イ メ ー ジ か ら  
　 こ と ば を 学 ぼ う  

時

「 明 日 の 用 意 を し て さ っ さ と 寝 な さ い 。 」 怒 ら れ て い る 子 は だ あ れ ？ 　 な に を  

見 て 明 日 の 用 意 を す る の か な 。  

お さ る の 赤 ち ゃ ん は い つ も お 母 さ ん に し が み つ い て 少 し も は な れ な い ね 。  

ほ ん の 少 し の 間 も は な れ な い こ と を な ん て い う の か な 。  

「 お 母 さ ん 、 今 何 時 ？ 」 「 自 分 で 見 な さ い 。 」 な に を 見 れ ば 分 か る か な 。  

「 時 」 を 使 っ た い ろ い ろ な こ と ば を 考 え よ う 。「 時 」 を 使 っ た い ろ い ろ な こ と ば を 考 え よ う 。  

じ  か  

と  い  け  
割  間  時  ん  わ  り  

時  片  か  と  た  き  

時  計  

暴 風 雨 警 報 が で た と き な ど は 、 学 校 が お 休 み に な る ね 。 こ ん な 予 定 外 の 休  

校 を な ん て い う の だ ろ う 。  

り  じ  き  ゅ  う  こ  う  ん  校  休  時  臨  

電 話 の 一 七 七 番 は 天 気 予 報 、 一 一 七 番 は な に か な 。 「 ピ ・ ピ ・ ピ ・ プ ー 、 午  

後 三 時 二 十 七 分 三 十 秒 を お 知 ら せ し ま す 」 っ て い う よ 。  

じ  う  ほ  報  時  

も は な れ な い  も は な れ な い  

す こ  か あ  

す こ  あ い だ  

よ う  あ し た  

つ か  か ん が  

い  ね  お こ  

い ま  な ん  じ  わ  

ほ う  よ  て い  が い  け い  う  ふ う  ぼ う  

ほ う  ご  よ  き  て ん  ば ん  わ  で ん  

び ょ う  ふ ん  ご  
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48

か
ん 

じ 

に 

ほ
ん 

ご 

め ひ
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け
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か
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が
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し
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せ
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ほ
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ま
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て
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し
ゅ 

ほ
う 

も
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よ 

ま 

ち
が ひ

つ 

こ
た 

あ 

か
た 

よ
う 

い 

ひ
ろ 

み 

ち 

し
き 

え 

か 

あ
い 

ぶ
ん 

し
ょ
う 

さ
い 

だ
い 

も
く 

ひ
ょ
う 

な 

た 

ち
ゅ
う 

し
ん 

へ
ん 

し
ゅ
う 

か
た
ち 

あ
た
ま 

が
く 

し
ゅ
う 

く
だ 

な
ら 

じ 

も 

ひ
と 

こ
う 

せ
い 

ぶ 

し
ゅ 

ぶ
ん 

る
い 

ひ
つ 

じ
ゅ
ん 

か
い 

み 

れ
ん 

し
ゅ
う 

げ
ん 

そ
く 

　
　
　
　
　
　
　
も
く
じ

 

　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
ん
じ
を
ま
な
ぼ
う 

　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
か
ら
こ
と
ば
を
ま
な
ぼ
う 

 

目
に
う
つ
る
し
ぜ
ん

目
に
う
つ
る
し
ぜ
ん 

1 

山 

…
…
…
…
… 

1 

43 

天 

…
…
…
…
… 

85  

2 

川 

…
…
…
…
… 

3 

44 

文 

…
…
…
…
… 

87  

3 

水 

…
…
…
…
… 

5 

45 

手 

…
…
…
…
… 

89  

4 

火 

…
…
…
…
… 

7 

46 

力 

…
…
…
…
… 

91 

5 

雨 

…
…
…
…
… 

9 

47 

左 

…
…
…
…
… 

93  

6 

石 

…
…
…
…
… 

11 

48 

足 

…
…
…
…
… 

95  

7 

土 

…
…
…
…
… 

13 

49 

先 

…
…
…
…
… 

97  

8 

金 

…
…
…
…
… 

15 

50 

出 

…
…
…
…
… 

99  

9 

日 

…
…
…
…
… 

17 

51 

正 

…
…
…
…
… 

101 

10 

早 

…
…
…
…
… 

19 

52 

立 

…
…
…
…
… 

103 

11 

白 

…
…
…
…
… 

21 

53 

赤 

…
…
…
…
… 

105 

12 

月 

…
…
…
…
… 

23 

54 

目 

…
…
…
…
… 

107 

13 

夕 

…
…
…
…
… 

25 

55 

見 

…
…
…
…
… 

109 
14 

木 

…
…
…
…
… 

27 

56 

口 

…
…
…
…
… 

111 
15 

林 

…
…
…
…
… 

29 

57 

名 

…
…
…
…
… 

113  

16 
森 
…
…
…
…
… 

31 

58 

右 

…
…
…
…
… 

115 

17 

村 
…
…
…
…
… 

33 

59 

耳 

…
…
…
…
… 

117 

18 

校 

…
…
…
…
… 

35 

60 

音 

…
…
…
…
… 

119 

19 

本 

…
…
…
…
… 

37 

20 

草 

…
…
…
…
… 
39 

も
の
の
か
た
ち

も
の
の
か
た
ち 

21 

花 

…
…
…
…
… 

41 

61 

王 

…
…
…
…
… 

121 

22 

青 

…
…
…
…
… 

43 

62 

玉 

…
…
…
…
… 

123 

23 

竹 

…
…
…
…
… 

45 
63 

車 

…
…
…
…
… 

125 

24 

虫 

…
…
…
…
… 

47 
64 

糸 

…
…
…
…
… 

127 

25 

犬 

…
…
…
…
… 

49 

26 

貝 

…
…
…
…
… 

51 

い
ち
を
あ
ら
わ
す

い
ち
を
あ
ら
わ
す 

27 

円 

…
…
…
…
… 

53 

65 

上 
…
…
…
…
… 

129 

28 

空 

…
…
…
…
… 

55 

66 

下 

…
…
…
…
… 

131 

29 

気 

…
…
…
…
… 

57 

67 

中 

…
…
…
…
… 
133 

 

人
が
つ
く
っ
た
風
景

人
が
つ
く
っ
た
風
景 

お
お
き
さ
を
あ
ら
わ
す

お
お
き
さ
を
あ
ら
わ
す 

30 

入 

…
…
…
…
… 

59 

68 

小 

…
…
…
…
… 

135 

31 

田 

…
…
…
…
… 

61 

32 

町 

…
…
…
…
… 

63 

数
の
い
ろ
い
ろ

数
の
い
ろ
い
ろ 

  

69 

一 

…
…
…
…
… 

137 

人
の
す
が
た

人
の
す
が
た 

70 

二 

…
…
…
…
… 

139 

33 

年 

…
…
…
…
… 

65 

71 

三 

…
…
…
…
… 

141 

34 

生 

…
…
…
…
… 

67 

72 

四 

…
…
…
…
… 

143 

35 

人 

…
…
…
…
… 

69 

73 

五 

…
…
…
…
… 

145 

36 

休 

…
…
…
…
… 

71 

74 

六 

…
…
…
…
… 

147 

37 

男 

…
…
…
…
… 

73 

75 

七 

…
…
…
…
… 

149 

38 

女 

…
…
…
…
… 

75 

76 

八 

…
…
…
…
… 

151 

39 

子 

…
…
…
…
… 

77 

77 

九 

…
…
…
…
… 

153 

40 

学 

…
…
…
…
… 

79 

78 

十 

…
…
…
…
… 

155 

41 

字 

…
…
…
…
… 

81 

79 

千 

…
…
…
…
… 

157 

42 

大 

…
…
…
…
… 

83 

80 

百 

…
…
…
…
… 

159
 

   

　
こ
の
ド
リ
ル
は
、〈
漢
字
〉を
お
ぼ
え
る
だ
け
の
ド

リ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
語
と
し
て
の〈
漢
字
〉

を
、こ
と
ば
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
も

の
で
す
。 

　
こ
と
ば
を
学
ぶ
も
っ
と
も
基
本
的
な
身
に
つ
け

方
で
あ
る
読
み
な
が
ら 

《
な
ぞ
る
》 

手
法
を
用
い
た

ド
リ
ル
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
間
違
っ
て
い
る
か
い

な
い
か
、「
答
え
合
わ
せ
」を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。む
し
ろ
、こ
と
ば
と
し
て
の〈
漢
字
〉か
ら
、よ
り

広
い
意
味
や
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、漢
字
を

愛
し
、漢
字
を
使
っ
た
文
章
が
書
き
た
く
な
る
こ
と

を
、最
大
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、こ

の
ド
リ
ル
は
、一
つ
ひ
と
つ
の
漢
字
の
成
り
立
ち
や

漢
字
の
も
つ
意
味
を
中
心
に
、
編
集
さ
れ
て
い
ま

す
。〈
漢
字
〉の
形
や
使
い
方
、成
り
立
ち
を
、頭
に
え

が
き
な
が
ら
、学
習
し
て
下
さ
い
。 

  

１
　
小
学
一
年
生
で
習
う
漢
字
八
十
字
の
一
文
字

ず
つ
が
、部
首
と
成
り
立
ち
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、

一
文
字
二
ペ
ー
ジ
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
　
一
ペ
ー
ジ
目
は
、そ
の
回
の
漢
字
を
筆
順
を
見

て
書
く
練
習
と
漢
字
の
形
や
意
味
と
な
か
ま
を

学
び
ま
す
。 

　
　
二
ペ
ー
ジ
目
は
、そ
の
回
の
漢
字
の
い
ろ
い
ろ

な
使
い
方
を
学
び
ま
す
。 

３
　
原
則
と
し
て
、
大
き
い
□
に
は
漢
字
、
小
さ
い

□
に
は
ひ
ら
が
な
を
な
ぞ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

【
構
　
成
】

【
構
　
成
】 

「
い
き
る
こ
と
ば
の
使
い
方
」

「
い
き
る
こ
と
ば
の
使
い
方
」 

〈
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ
〉

〈
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ
〉 

い
き
る
こ
と
ば
1
（
小
学
一
年
生
用
） 



１の１ 

イ
メ
ー
ジ
か
ら 

　
か
ん
じ
を
ま
な
ぼ
う 

☆
目
に
う
つ
る
し
ぜ
ん
☆ 

 

な ま え 

め

山

学
習
日
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
学
習
時
間
　
　
　 

分 
が
く 

び 

し
ゅ
う 

が
く 

じ 

か
ん 

ふ
ん 

し
ゅ
う 

が
つ 

に
ち 

こ
れ
は 

と
か
き
ま
す
。 

「
山
」

「
山
」
の
な
か
ま
を
か
ん
が
え
よ
う
。

の
な
か
ま
を
か
ん
が
え
よ
う
。 

と
よ
み
ま
す
。 

は
山
の
よ
う
に
大
き
な
石
の
こ
と
で
す
。 

は 

だ
ら
け
の
山
を
い
い
ま
す
。 

や 

で
す
。 

ま 

や 

ま 

山 岩 

い 

わ 

岩 

岩 

山 

や
ま は

山
の
木
を
む
し
や
き
に
し
た
も
の
で
す
。 

で
暖
ま
っ
た
ん
だ
よ
。 

炭 

す 

み 炭 

は
山
で
お
き
る
火
事
の
こ 

と
で
す
。
木
や
草
は
炭
や
灰
に
な
り
、
逃
げ
お
く
れ
た
動 

山 

火 

事 

や 

ま 

か 

じ 

で
焼
か
れ
て
死
ん
で
し 

物
も 

山 

火 

事 

ま
い
ま
す
。 

昔
は 

お
お 

い
わ 

い
し 

き 

む
か
し 

か 

じ 

く
さ 

す
み 

は
い 

に 

ど
う 

や 

し 

ぶ
つ 

あ
た
た 

49
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１の２ 

な ま え 

山

イ
メ
ー
ジ
か
ら 

　
こ
と
ば
を
ま
な
ぼ
う 

学
習
日
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
学
習
時
間
　
　
　 

分 
が
く 

び 

し
ゅ
う 

が
く 

じ 

か
ん 

ふ
ん 

し
ゅ
う 

が
つ 

に
ち 

ど
ん
な
ふ
う
に
つ
か
う
の
か
な
。

ど
ん
な
ふ
う
に
つ
か
う
の
か
な
。 

お
皿
の
上
に
は 

畑
で
は
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
い
っ
ぱ
い
取
れ
ま
し
た
。 

も 

り 

山 
も 
り 

や 

ま 

の
イ
チ
ゴ
が
の
っ
て
い
ま
す
。 

は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

冬
の 登 

山 

は
外
国
で
も
姿
が
美
し
い
の
で
有
名
で
す
。 

で
す
。 富 

士 

山 

富 

士 

山 

登 

山
を
登
る
こ
と
を 

と
い
い
ま
す
。 
と 

ざ 

ん 

山 

山 

は
日
本
一
高
い 

ふ 

じ 

さ 

ん 

を
め
ざ
し
て
、
あ
せ
を
ふ
き
ふ
き 

を
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

道 

山 

さ 

ん 

ち 

ょ 

う 

や 

ま 

み 

ち 

と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
ア
ル
プ
ス 

が
有
名
で
す
。 

山 

脈 

く 

山
が
続
い
て
い
る
の
を 

さ 

ん 
み 

ゃ 

山 

脈 

「
山
の
ぼ
り
」

「
山
の
ぼ
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
。

を
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
。 

山 

頂 

う
え 

さ
ら 

は
た
け 

ま 

か 

と 
き 

け
ん 

ふ
ゆ 

つ
づ 

に 

ほ
ん 

ゆ
う 

め
い 

の
ぼ 

い
ち 

に
っ 

ぽ
ん 

た
か 

す
が
た 

が
い 

こ
く 

う
つ
く 
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51

か
ん 

じ 

に 

ほ
ん 

ご き 

つ
か つ

か 

こ
う 

せ
い 

ほ
ん 

ま
な 
て
き 

み 
し
ゅ 
ほ
う 

も
ち 

よ 

ま 

ち
が ひ

つ 

よ
う 

い 

ひ
ろ 

み 

ち 

し
き 

え 

か 

あ
い 

ぶ
ん 

し
ょ
う 

さ
い 

だ
い 

も
く 

ひ
ょ
う 

な 

た 

ち
ゅ
う 

し
ん 

へ
ん 

し
ゅ
う 

か
た
ち 

あ
た
ま 

が
く 

し
ゅ
う 

く
だ 

な
ら 

じ 

も 

ひ
と 

ぶ 

し
ゅ 

ぶ
ん 

る
い 

こ
う 

せ
い 

ひ
つ 

じ
ゅ
ん 

か
い 

み 

れ
ん 

し
ゅ
う 

げ
ん 

え
ら 

そ
く 

　
　
　
　
　
　
　
も
く
じ

 

　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
か
ら
漢
字
を
学
ぼ
う 

　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
か
ら
こ
と
ば
を
学
ぼ
う 

 

   

　
こ
の
ド
リ
ル
は
、〈
漢
字
〉を
お
ぼ
え
る
だ
け
の
ド

リ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
語
と
し
て
の〈
漢
字
〉

を
、こ
と
ば
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
も

の
で
す
。 

　
こ
と
ば
を
学
ぶ
も
っ
と
も
基
本
的
な
身
に
つ
け

方
で
あ
る
読
み
な
が
ら 

《
な
ぞ
る
》 

手
法
を
用
い
た

ド
リ
ル
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
間
違
っ
て
い
る
か
い

な
い
か
、「
答
え
合
わ
せ
」を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。む
し
ろ
、こ
と
ば
と
し
て
の〈
漢
字
〉か
ら
、よ
り

広
い
意
味
や
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、漢
字
を

愛
し
、漢
字
を
使
っ
た
文
章
が
書
き
た
く
な
る
こ
と

を
、最
大
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、こ

の
ド
リ
ル
は
、一
つ
ひ
と
つ
の
漢
字
の
成
り
立
ち
や

漢
字
の
も
つ
意
味
を
中
心
に
、
編
集
さ
れ
て
い
ま

す
。〈
漢
字
〉の
形
や
使
い
方
、成
り
立
ち
を
、頭
に
え

が
き
な
が
ら
、学
習
し
て
下
さ
い
。 

  

１
　
小
学
二
年
生
で
習
う
漢
字
百
六
十
字
の
う
ち

半
分
の
八
十
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
一

文
字
ず
つ
が
、部
首
と
成
り
立
ち
に
よ
っ
て
分
類

さ
れ
、一
文
字
二
ペ
ー
ジ
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
　
一
ペ
ー
ジ
目
は
、そ
の
回
の
漢
字
を
筆
順
を
見

て
書
く
練
習
を
し
ま
す
。さ
ら
に
漢
字
の
成
り
立

ち
や
意
味
を
見
な
が
ら
、な
か
ま
の
こ
と
ば
を
学

び
ま
す
。 

　
　
二
ペ
ー
ジ
目
は
、そ
の
回
の
漢
字
の
い
ろ
い
ろ

な
使
い
方
を
学
び
ま
す
。 

３
　
原
則
と
し
て
、
大
き
い
□
に
は
漢
字
、
小
さ
い

□
に
は
ひ
ら
が
な
を
な
ぞ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。□
だ
け
の
漢
字
は
、□
に
入
れ
る
こ
と
ば

の
中
か
ら
選
ん
で
書
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

【
構
　
成
】

【
構
　
成
】 

「
い
き
る
こ
と
ば
の
使
い
方
」

「
い
き
る
こ
と
ば
の
使
い
方
」 

〈
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ
〉

〈
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ
〉 

自
然
の
な
か
ま

自
然
の
な
か
ま 

1 
 

…
…
…
…
… 

1 

2 
 

…
…
…
…
… 

3 

3 
 

…
…
…
…
… 

5 

4 
 

…
…
…
…
… 

7 

5 
 

…
…
…
…
… 

9 

6 
 

…
…
…
…
… 

11 

7 
 

…
…
…
…
… 

13 

8 
 

…
…
…
…
… 

15 

9 
 

…
…
…
…
… 

17 

10 
 

…
…
…
…
… 

19 

11 
 

…
…
…
…
… 

21 

12 
 

…
…
…
…
… 

23 

13 
 

…
…
…
…
… 

25 

14 
 

…
…
…
…
… 

27 
15 

 

…
…
…
…
… 

29  
16 

 

…
…
…
…
… 

31 

17 
 

…
…
…
…
… 

33 

18 
 

…
…
…
…
… 

35 

19 
 

…
…
…
…
… 

37 

20 
 

…
…
…
…
… 

39 

21 
 

…
…
…
…
… 
41  

 

植
物
の
な
か
ま

植
物
の
な
か
ま 

22 
 

…
…
…
…
… 

43 

23 
 

…
…
…
…
… 

45 

 

動
物
の
な
か
ま

動
物
の
な
か
ま 

24 
 

…
…
…
…
… 

47 

25 
 

…
…
…
…
… 

49 

26 
 

…
…
…
…
… 

51 

27 
 

…
…
…
…
… 

53 

28 
 

…
…
…
…
… 

55 

29 
 

…
…
…
…
… 

57 

30 
 

…
…
…
…
… 

59 

 

季
節
の
な
か
ま

季
節
の
な
か
ま 

31 
 

…
…
…
…
… 

61 

32 
 

…
…
…
…
… 

63 

33 
 

…
…
…
…
… 

65 

34 
 

…
…
…
…
… 

67 

 

家
族
の
な
か
ま

家
族
の
な
か
ま 

35 
 

…
…
…
…
… 

69 

36 
 

…
…
…
…
… 

71 

37 
 

…
…
…
…
… 

73 

38 
 

…
…
…
…
… 

75 

39 
 

…
…
…
…
… 

77 

40 
 

…
…
…
…
… 

79 

41 
 

…
…
…
…
… 

81 

人
の
な
か
ま

人
の
な
か
ま 

42 
 

…
…
…
…
… 

83 

43 
 

…
…
…
…
… 

85 

44 
 

…
…
…
…
… 

87 

45 
 

…
…
…
…
… 

89 

46 
 

…
…
…
…
… 

91 

47 
 

…
…
…
…
… 

93 

48 
 

…
…
…
…
… 

95 

49 
 

…
…
…
…
… 

97 

50 
 

…
…
…
…
… 

99 

51 
 

…
…
…
…
… 

101 

52 
 

…
…
…
…
… 

103  

  

こ
こ
ろ
を
表
す
こ
と
ば

こ
こ
ろ
を
表
す
こ
と
ば 

53 
 

…
…
…
…
… 

105 

54 
 

…
…
…
…
… 

107 

55 
 

…
…
…
…
… 

109  

 

学
び
を
表
す
こ
と
ば

学
び
を
表
す
こ
と
ば 

56 
 

…
…
…
…
… 

111 

57 
 

…
…
…
…
… 

113  

58 
 

…
…
…
…
… 

115 

59 
 

…
…
…
…
… 

117 

60 
 

…
…
…
…
… 

119 

61 
 

…
…
…
…
… 

121 
62 

 

…
…
…
…
… 

123 
63 

 

…
…
…
…
… 

125 

64 
 

…
…
…
…
… 

127 

65 
 

…
…
…
…
… 

129 

66 
 

…
…
…
…
… 

131 

67 
 

…
…
…
…
… 

133 

68 
 

…
…
…
…
… 
135 

69 
 

…
…
…
…
… 

137 

70 
 

…
…
…
…
… 

139 

71 
 

…
…
…
…
… 

141 

72 
 

…
…
…
…
… 

143 

73 
 

…
…
…
…
… 

145 

74 
 

…
…
…
…
… 

147 

75 
 

…
…
…
…
… 

149 

76 
 

…
…
…
…
… 

151 

77 
 

…
…
…
…
… 

153 

78 
 

…
…
…
…
… 

155 

79 
 

…
…
…
…
… 

157  

 

生
活
の
な
か
ま

生
活
の
な
か
ま 

80 
 

…
…
…
…
… 

159
 

い
き
る
こ
と
ば
2
（
小
学
二
年
生
用
前
半
） 

 

時 星 明 晴 毎 光 岩 雪 雲 電 風 池 海 汽 活 地 場 画 番 谷 原 

  

米 麦 

  

牛 馬 鳥 鳴 羽 毛 魚 

  

春 夏 秋 冬 

  

親 姉 妹 弟 父 母 兄 

 

今 会 何 友 自 体 頭 顔 直 首 肉 

  

心 思 考 

  

教 数 万 知 書 答 算 才 点 元 工 科 理 言 計 記 話 語 読 聞 歌 声 合 同 

  

食 



1の１ 

な ま え 

学
習
日
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
学
習
時
間
　
　
　 

分 
が
く 

び 

し
ゅ
う 

が
く 

じ 

か
ん 

ふ
ん 

し
ゅ
う 

が
つ 

に
ち 

イ
メ
ー
ジ
か
ら 

　
漢
字
を
学
ぼ
う 

☆
自
然
の
な
か
ま
☆

時

【
訓
読
み
】 

　
と
き 

【
音
読
み
】 

　
ジ 

＊
「
ひ
」
と
「
う
つ
り
か
わ
り
」
の
意
味
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。 

﹇
部
首
　
ひ
へ
ん
　
画
数
　
十
画
﹈ 

ち
ゅ
う 

じ
ゅ
ん 

げ 

よ 

せ
ん 

じ
ゅ
ん 

は
る 

か
さ 

に
ち 

つ
く 

こ
ん 

ま
い 

に
ち 

つ 
つ
つ 

「
時
」
の
な
か
ま
を
考
え
よ
う
。

「
時
」
の
な
か
ま
を
考
え
よ
う
。 

な
ん
て
読
む
の
か
な
。
線
で
む
す
ぼ
う
。

な
ん
て
読
む
の
か
な
。
線
で
む
す
ぼ
う
。 

と
書
き
ま
す
。 

か 

し 

み
重
ね
が
今
日
の
キ
ミ
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。 

キ
ミ
た
ち
が 

昔 時 

と 
き 

を
知
ら
せ
る
。 

一
ヶ
月
を
三
つ
に
分
け
て 

日
に
ち
を
十
日
ご
と
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
包
ん
で
い
る
ん
だ
よ
。 

上 

旬 

ょ 

じ 

う 

中
旬
、
下
旬
と
い
う
ん
だ
。 

じ 

ゅ 
ん 

桜 

鯛 

が
出
ま
わ
る
と
春
だ
。 

っ
て
い
う
の
は
い
つ
ご
ろ
か
な
。
毎
日
の
積 

む 

か 

し 

、 

っ 

は 

さ 

く 

み
の 

な
つ 

八 

朔 

は
、
夏
に
実
る
。 

り 

く 

ひ
ろ 

あ
き 

ふ
ゆ 

栗 

拾
い
だ
。 

い 

だ 

こ 

ん 

大 

根 

は
お
い
し
い
よ
。 

秋
は
、 

冬
の 

ら 

く 

さ 

だ 

い 

い 
み 

ぶ 

し
ゅ 

か
く 

す
う 

く
ん 

よ 

お
ん 

よ 
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な ま え 

学
習
日
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
学
習
時
間
　
　
　 

分 
が
く 

び 

し
ゅ
う 

が
く 

じ 

か
ん 

ふ
ん 

し
ゅ
う 

が
つ 

に
ち 

1の２ 

イ
メ
ー
ジ
か
ら 

　
こ
と
ば
を
学
ぼ
う 

時

「
明
日
の
用
意
を
し
て
さ
っ
さ
と
寝
な
さ
い
。」
怒
ら
れ
て
い
る
子
は
だ
あ
れ
？
　
な
に
を 

見
て
明
日
の
用
意
を
す
る
の
か
な
。 

お
さ
る
の
赤
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
お
母
さ
ん
に
し
が
み
つ
い
て
少
し
も
は
な
れ
な
い
ね
。 

ほ
ん
の
少
し
の
間
も
は
な
れ
な
い
こ
と
を
な
ん
て
い
う
の
か
な
。 

「
お
母
さ
ん
、
今
何
時
？
」「
自
分
で
見
な
さ
い
。」
な
に
を
見
れ
ば
分
か
る
か
な
。 

「
時
」
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
を
考
え
よ
う
。

「
時
」
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
を
考
え
よ
う
。 

じ 

か 

と 

い 

け 
割 

間 

時 

ん 

わ 

り 

時 
片 

か 

と 

た 

き 

時 
計 

暴
風
雨
警
報
が
で
た
と
き
な
ど
は
、
学
校
が
お
休
み
に
な
る
ね
。
こ
ん
な
予
定
外
の
休 

校
を
な
ん
て
い
う
の
だ
ろ
う
。 

り 

じ 

き 

ゅ 

う 

こ 

う 

ん 

校 

休 

時 

臨 

電
話
の
一
七
七
番
は
天
気
予
報
、
一
一
七
番
は
な
に
か
な
。「
ピ
・
ピ
・
ピ
・
プ
ー
、
午 

後
三
時
二
十
七
分
三
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」
っ
て
い
う
よ
。 

じ 

う 

ほ 

報 

時 

も
は
な
れ
な
い 

も
は
な
れ
な
い 

す
こ 

か
あ 

す
こ 

あ
い
だ 

よ
う 

あ

し

た

 

つ
か 

か
ん
が 

い 

ね 

お
こ 

い
ま 

な
ん 

じ 

わ 

ほ
う 

よ 

て
い 

が
い 

け
い 

う 

ふ
う 

ぼ
う 

ほ
う 

ご 

よ 

き 

て
ん 

ば
ん 

わ 

で
ん 

び
ょ
う 

ふ
ん 

ご 
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§８ 発展するために ――――――― 65 
 □□□　身のまわりにある数について気づく 
 □□□　時差 
 □□□　累乗 
 □□□　魔方陣 
 □□□　小町算 

ま ほう じん 
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